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秘
密
準
備
金
の
問
題

は
先
づ
株
主

の
利
益

配
當
請
求
権
侵
害

の
問
題
と
し
て
、
叉
貸
借
対
照

表
眞
實

の
原
則
乃
至

株
式
会
社

に
於
け
る

公
示
主
義

の
問
題
と
し
て

取
う
上
げ
ら
れ
賛
否
論
孚

さ
れ
カ
。

而

し
て
其

の
違
法
論

は
極
め

て
理
論
的
に
構
成
さ
れ
主
張

さ
れ
カ
に
対
し

て
、
之
が
適
法
論

は
所
謂
實
際
論
に
し
て
其

の
理
論
に
於

て
前
者
に
比

す
可
く
も
な
か
つ
π
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
漸
次
之
が
許
容
論
が
勢
力
を
得
、
諸
國
の
裁
判

所
は
多
く
之
を
適
法
と
認

め
、
遽
に
瑞
西
債
務
法
改

正
草
案
第
六
六
四
條
を
産
み
た
る
所
以
の
も
の
は
専
ら
其
の
経
済

的
必
要

の
強
大
性
に
基

く
も
の
と
言
ふ
可
き

で
あ
る
。

秘
密
準
備
金

の
利
益

と
し
て
從
來

基
げ
ら
れ
カ
所

は
会
社

財
政
の
基
礎

の
輩
固
化

で
あ
り
、
利
益

配
當

の
亭
均

化

で
あ

つ
控
。
然
し
乍
ら
そ
れ
等
は
寧
ろ
準
備
金

一
般
に
就
き
然

る
も
の
に
し
て
未
だ
特
に
秘
密
準
備
金
許
容

の
理

由
と
す

る
に
不
充
分

で
あ
る
。
何
者
、
現
在

の
会
社

事
業
輕
螢
に
於

て
其
理
事
者

は
債
権
者
化
し
控
多
歎

の
而
も
無

智
な

一
般
株
主

及
び
殊
に
利
益

配
當
に
依
6
動
揺
す
る

一
般

公
衆
の
思
惑
、
と
う
わ
け
取
引
社
会

の
そ
れ
に
影
響
さ

れ

る
事
を
極
力
避
く

る
事
に
依
6
企
業

の
健
全
な
発
展

を
企
圖
す
る
。
而
し
て
そ
れ
が
爲
め
此
の
秘
密
準
備
金
制
度

を
最
も
有
敷
に
し
て
而
竜
殆
ん
ど
唯

一
の
手
段
と
す
る
。
然
し
乍
ら
此

の
会
社

理
事
者
側

の
便
盆
必
要

の
み
を
以
つ

て
し
て
は
尚
ほ

未
だ
之
を
認

め
る
に
充
分

で
な

い
が
、
他
面
大
多
歎

の
株
主

は
共
の
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず

会
社

理
事
者
に
無
條
件
的
に
其

の
財
産
を
信
託
し
た
る
實
情
に
あ
わ
、
肚
債
権
者
共

の
他

の
債
権
者
と
共
に
会
社

の

株
式
会
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(
第
五
巻

第
一
號

三
一
一
)

三



株
式
會
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巷

第
一
號

三
一
二
)

四

健
全
な

る
維
持
に
最
大

の
利
益

を
繋
ぐ
も
の
と
成
め
、
更
に
株
式
會
社
の
國
民
経
済

の
中
に
占

め
る
地
位
の
重
要
さ

は
其
の
國
民
経
済

自
身
か
ら
、
更
に

一
般
公
衆
か
ら
も
會
社
企
業

の
正
常
な

る
維
持

の
要
求
に
洛
ふ
べ
く
信
託
さ
れ
、

加
ふ
る
に
其

の
下
に
生
活
す

る
從
業
員
等
も
同
様

の
利
益

を
託
す
る
。
此
庭
に
於

て
企
業
の
維
持
の
爲
に
若

し
必
要

な
り
と
す
れ
ば
斯

る
信
託
を
受
け
公
史
的

地
位
に
す
ら
あ
り
と
言

へ
る
理
事
者
の
上
述

の
要
望
を
許
容
す
べ
き
も
の

と
な
る
。
而
し
て
此
の
問
に
援
用
さ
れ
た
の
が
所
謂
「
企
業
自
膿

(
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
 
a
n
 
 
s
i
c
h

)」

の
思
想

で
あ
る
。
筆

者
が
本
論
に
於
て
適

法
論
に
賛
す
る
所
以

の
も

の
も
將
に
此

の
立
瘍

か
ら
す

る
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
本
問
題
が

先
づ
個
人
的
な

る
株
主

の
自
盆
樺

の
問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
、
叉
他
面
多
藪
の
企
業
墾
加
者
の
名
に
於

て
、
或

ひ
は

取
引
社
會

の
利
益

の
主
張

と
の
関
係

に
於
て
考
察
批
判
さ
れ
た
。
而
し
て
更
に
之
等
の
個
人
的
、
社
會
的
民
主
的
立

揚
に
対
し

て

「
企
業
自
膿
」
の
立
場

か
ら
す
る
講
論
が
独
裁

的
專
制
的
音
調
を
帯
有

し
て
登
揚
し
て
來
た
こ
と
は
今

日
の
経
済

段
階
並
び
に
政
治
段
階
に
鑑
み
る
と
き
其
の
あ
な
が
ち
偶
然
な
ら
ざ

る
を
知
る
と
同
時
に
之
等
の
諸
説
の

発
展

的
意
味

を
そ
の
中
に
螢
見
す
る
も
の
で
あ
る
o

(
闘
)

意
義
、
性
質

會
社

は
其

の
利
益

を
株
主
に
配
當
せ
ず
し
て

一
定
目
的

の
爲
に
之
を
會
社
内
に
留
保
す
る
こ
と
が
あ

る
。
是
れ
會

社
の
準
備
金

(
又
は
積
立
金
)
に
し
て
、
そ
れ
に
種
々
あ
る
が
大
別
し
て
二
と
す

る
こ
と
が
出
來
る
。

一
は
固
有
の



意
義
に
於
け
る
準
備
金
に
し
て
他
は
然
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
前
者
は
形
式
上
貸
借
対
照

表
に
於
て
準
備
金

の
名
目
の
下
に
掲
載

さ
れ
、
且
つ
實
質
上
も
準
備
金
の
性
質
を
有
す

る
も
の
で
あ

る
(註
一
)。
而

し
て
後
者
は
固
有

の

意
義

の
準
備
金
の
二
要
件

た
る
形
式
叉
は
實
質

の
何
れ
か
ふ
を
映
く
も
の
を
言

ひ
、
其

の
實
質
を
鉄
く
は
所
謂
撫
似

準
傭

金
に
し
て
(註
二
)、
其

の
形
式
即
ち
準
備
金
と
し
て
貸
借
対
照

表
に
掲
載
さ
れ
ず
し
て
而
も
實
質
上
準
備
金
た
る

性
質
を
有
す
る
も
の
が
本
論
に
言
ふ
秘
密
準
備
金

(註
三
)
で
あ
る
(
謎
四
)。

此

の
秘
密
準
備
金
は
経
済

的
に
は
社
債
等
の
他
人
資

本
に
対
し

て
資
本
金
及
び
他

の
法
定
、
任
意
準
備
金
と
共
に

會
社
の
自

己
資
本
を

形
成
す
る
も

の
で
あ
う
、

且
つ
會
杜
財
政

の
基
礎
を
輩
固
に
す
る

目
的
を
以
て
其
の
好
況
時

(
i
n
 
p
r
o
s
p
e
r
i
o
u
s
 
y
e
a
r
s
)

に
於
て
其

の
有
う
絵

る
利
益

金
を
會
社
内

に
秘
密
に
留
保
し
て
置
き
、
や
が

て
起
る
べ
き

損
失
叉
は
不
況
時

(
i
n
�
 
l
e
a
n
 
y
e
a
r
s

)
に
備

へ
る
も

の
で
あ
る
黙
等
に
於
て
は
他

の
準
備
金
と
其
性
質
を
共
蓮
に
す

る
(註
五
)。
然
し
之
等
と
本
質
的
に
異
な
る
所
は
即
ち
他

の
準
備
金
は
其
の
法
定
た
る
と
任
意
た
る
と
を
問
は
ず
、
専

ら
利
益

を
以

つ
て
の
み
設
け
得
る
も
の
で
利
益

が
無
く
叉
は
映
損

の
場
合

に
は
準
備
金
を
云
爲
す
る
蝕
地
が
な

い
。

而

し
て
株
式
會
社
に
於
け
る
利
益

な

る
も

の
は

一
事
業
年
度

の
絡
に
作
成
す
る
貸
借
対
照

表
上
其
の
債
務
に
超
過
す

、

る
資
産

の
部
分
に
就

い
て
之
を
認
め
得

る
も
の
で
其

の
超
過
部
分
こ
そ
は
之
を
庭
分
し
得

る
財
産
に
属
す
る
(註
六
)。

然

る
に
本
論

に
述
べ
ん
と
す
る
秘
密
準
備
金
は
斯

る
貸
借
対
照

表
上
に
顯
は
れ
、
其

の
利
益

庭
分
方
法
と
し
て
採
ら

株
式
會
杜
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(
第
五
巷

第
一
號

三
一
三
)

五



株

式
会
社

に
於
け

る
秘
密
準
備

金

(
高

田
)

(第

五
巻

第

一
號

三

一
四
)

六

れ
る
と
こ
ろ

の
も
の
に
非
ず
し
て
、
却

つ
て
貸
借
対
照

表
に
は
其
の
存
在
す
る
利
益

を
隠
蔽
し
計
上
せ
ず
し
て
、
尚

ほ
積
立
金

の
目
的
を

達
せ
ん
と
す
る

一
方
法
で
あ

る
。

故
に
其
他
の
準
備
金
が
利
益

庭
分

の

一
方
法
力
る
に
対
し

て
、
こ
れ
は
上
述

の
如
く
却

つ
て
利
益

の
不
存
在
を
假
装
し
貸
借
対
照

表
上
に
計
上
す
る
こ
と
が
無

い
カ
め
法
律
上

の
利
益

慮
分
と
な
ら

諏
の
で
あ
る
(註
七
)。

而
し
て
こ
れ
が
積
立
に
は
積
極
財
産
の
過
小
表
示
に
依
る
も
の
と
消
極
財
産

の
過
大
表
示
に
依
る
も
の
と
の
二
が

あ
る
。
而
し
て
前
者
に
は
特
定
財
産
を
其
資
産
中
に
計
上
せ
ざ
る
こ
と
に
依
ム
、
或
は
財
産

の
減
債
評
価

に
依
う
、

叉
は
会
社

事
業
か
ら
生
ず
る
牧

盆
の
不
計
上
に
依
る
も
の
等
が
あ
め
、
後
者
に
は
全
然
不
存
在

の
債
権
者
を
假
装
す

る
場
合

と
、
現
存
債
務

の
額
を
實
際
以
上
に
計
上
す
る
こ
と
に
依

つ
て
行
は
れ
る
場
合

と
が
存
す
る
(註
八
)。
更
に
、

其
の
解
消

々
滅
に
於
て
も
亦

公
然
の
準
備
金
と
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
秘
密
準
備
金
は
其

の
因

つ
て
生
ず
る
事

由
が
消
滅
す
る
こ
と
に
依
り
當
然
消
滅
し
、
又
共

の
準

備
金
が
實
質
上
利
益

か
ら
成
立
す
る
故
に
會
杜
財
産

に
損
失

を
生
ず

る
こ
と
に
因

つ
て
も
消
滅
を
來
す
こ
と
勿
論

で
あ
る
。
故
に
例

へ
ば
製
品
原
料
等

の
価
額

を
時
価

以
下
に
評

債

し
て
居
力
場
合
、
其

の
後
時
価

が
該
評
価

額
叉
は
そ
れ
以

下
に
低
落
す
る
こ
と
に
因
う
共
評
憤
差
盆
は
溝
失
し
て

利
益

無
き
に
至
る
を
以
て
準

備
金
も
亦
消
滅
す
る
。
假
に
當
該
評
価

差
盆
の
生
ず
る
目
的
π
る
財
産
の
価
額

に
縫
動

な
し
と
し
て
も
、
會
杜

の
他

の
財
産

の
価
額

低
落
叉
は
事
業

の
牧
盆
減
を
來
し
泥
場
合

、
本
準
備
金
を
以
て
充
當
す



る
こ
と
に
依

つ
て
も
清
滅
す
る
。
而
し
て
其

の
解
清
消
滅
に
は
他
の
準
備
金

の
場
合

の
如
き
株
主
総
會

の
決
議
を
必

要
と
し
な

い
も
の
で
あ
る
(註
九
)。

秘
密
準
備
金

の
設
置

さ
れ

る
目
的

は
會
社
の
事
業
輕
螢

の
輩
固
化
と
、
株
主
に
対
す

る
利
益

配
當
平
均
調
節
を
企

業
経
登
上
の
立
場
か
ら
最
も
有
効
適
切
に
遂
行
せ
ん
と
す
る
に
あ

る
と
解

さ
れ

る
が
(註
一
〇
)、
具
膿
的
に
は
例

へ
ば

商
略
上
共
亘
額
の
利
益

金
を
隠
蔽
す
る
爲
、
租
税
其
他
の
負
憺
減
少
の
爲
、
特
許
権

・
版
椹

・
暖
簾

等
の
如
き
金
銭

と
の
引
換
困
難
な
所
謂
無
形
資
産

(
i
n
t
a
n
g
i
b
l
e
 
a
s
s
e
t
s

)
を
そ
の
資
産
勘
定
か
ら
抹
殺
す
る
爲

、

更
に
は
事
業
経
営

上

の
機
密
費
獲
得

の
爲
等

の
適

法
、
不
適
法
様

々
の
目
的
を
以

つ
て
起
用
さ
れ

る
(註
=

)。

註

一
、
之

を
法
律

に
依
り
其
積
立
を
強
要
さ
れ
る
も

の
と
否

と
に
依

つ
て
法
定

準
備
金

と
任
意
準
備
金
と
に
分

ち
、
其

の
任
意
準
備
金

は
、
法
律

の

強
要
に
基

か
ず
定
欺

の
規
定

叉
は
株
主
総
會

の
決
議

に
依

っ
て
積

立
て
る
も

の
で
あ

る
が
、
そ

の
目
的

に
依
り

一
般

準
備

金
、
訣
損
補
填
準
備
金
、

配
當
李
均
準
備
金
、
償
却
準
備
金
、

新

設
改
良
捜
張
等

の
諸

準
備
金

が
あ
り
、
此

の
外

、
次
年
度
繰
越
金

も

一
種

の
任
意

準
備

金
で
あ

る
。

註

二
、
形
式

上
は
準
備
金
又
は
積
立
金
勘
定

に
て
貸
借
対
照

表

の
負
債
欄

に
掲
載
さ
れ

て
居
乍

ら
實
質

上
は
準
備
金

の
性

質
を
有

せ
ず

、
単
に

匡

正

項
目
た

る
に
過
ぎ

な

い
も
の
で
減
償
滑
却
積
立
金
等

の
名
目
を
以

て
さ
れ
る
を
…常
と
す
、

然
し
其

の
廻
大
計
上

に
依
り
秘
密
準
備
金
の
成
立
す

る

こ
と
が
あ

る
こ
と
は
後
述
参
照
。

謎

三
、
S
t
i
l
l
e
,
 
v
e
r
s
t
e
c
k
t
e
,
 
g
e
h
e
i
m
e
,
 
v
e
r
s
c
h
l
i
e
r
t
e
,
 
s
c
h
w
a
r
z
e
,
 
i
n
n
e
r
e
,
 
R
e
s
e
r
v
e
n
 
;
 
s
e
c
r
e
t
,
 
h
i
d
d
e
n
,
 
i
n
t
e
r
n
a
l
 
o
r
 
i
n
n
e
r
 
 
r
e
s
e
r
v
e
 
 
;

r
e
s
e
r
v
e
 
a
c
c
u
t
e
.

註

四
、

即
ち
形
式
上
貸
借
対
照

表

に
公
表

さ
れ

る
か
否
か
に

依

つ
て
準
備
金
を

「
公
然

の
準
備

金
」

と

「
秘
さ
れ
た
準
備

金
」

に
分

っ
こ
と
も

一
般

株
式
會

社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三

一
五
)

七



株
式
會
社

に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巻

笛
二

號

三

一
六
)

八
、

に
行
は
れ

る
所

で
あ

る
。

註
五
、
現
に
我
國

に
於

て
も
大
職
時
に
は
、
一
つ
に
は
高
率

の
域
時
利
得
税
、
株
主

の
噌
配
運
動

及
び
偶
糞
的
訣
損

に
対
す

る
責

任
等

を
免
れ
ん
爲

に

莫

大
な
利
益

を
潜
在
さ

せ
る
に
苦
心
し
た
例

が
存
す

る

(
小
山

強
次

氏

「
秘
密
利
益

金

の
計
算
に
就

て
」

會
計
四
巻

一
號
四
四
頁

)

註
六
、
水
ロ
博

士

「
株
式
會
社

の
秘
密
積
立
金
に
就

て
」
法
律
論
叢

十

二
巷

一
號

四
頁

は

「
事
業
利
益

」

と
謂

ひ
、

又
大
正
十

一
、
六
、
廿

七
大
審

院

刑

一
、
刑
集

一
巷

三
六

一
頁

の
判
決
で
は

「
會

社

ハ
其

ノ
事
業

ヨ
リ
生

シ
タ
ル
純

盆
」

又
は

「
事
業

晶
因

リ
得
タ

ル
利
得
」

な
る
語

を
用
ゆ

る

が
、
之
等

の
用
語
は
不
正
確

に
し

て
、

會
社
法
に
於

て
通
常
利
益

と
云
ふ

の
は
毎

配
當
期

に
配
當
し
得

べ
き
利
益

を
確
定

す
る
目
的
を

以
て
作
成

さ
れ

る
所
謂
利
益

確
定

貸
借
対
照

表

(O
o≦
宣
昌
o冒
β
謬
二
自
昌
窃
ぼ
尉
5
N
)
の
性
質
を
有

す

る
配
當
期
貸
借
対
照

表

(H
騨ぼ
①
ωび
出
9
昌
N
o
血
.
匂①
げ
『霧
8
び
ー

ピ
、量

壁

、
)
に

現

は

れ

る
も

の
で
通

常

純
利
益

(
幻
O
一昌
ひq
Φ周
一導

)
と
稽

さ
れ

、
資

産

よ

り
債

務

を

控

除

し

た
純

財
産

(幻
・
薯

。
登

ψσ・
。
・
)

か

ら

更

に
、
資
本
、
法
定

及
び
定
欺

規
定

の
任
意
準

備
金
を
控
除

し
て
荷
残

存
す

る
も
の
で
あ

る

(
樹
濁
商
法

二

一
五
條

一
項
第
二
段
参
照

)。
而
し

て
そ

れ
が
、
株
主
総
會

に
於

て
所

謂
利
益

塵
分

の
対
象

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
而
し

て
事
…業
上

の
利
益

と
事
業

外

の
利
益
例

へ
ば

寄
附
金
等

と
区
別
あ

る
も
の
で
は
無
く
貸
借
対
照

表
上
あ
ら
は
れ

る
利
益

は
た

Ψ

一
で
あ

る

(
同
説
處

野
毅
氏

「
會

社
法
判
例

批
評
」

法
學
新

報

二
五
巷
二
號

七
九
頁

以
下
、
「
額

面
以
上
の
株
式

畿
行
を
論
ず
」
法
協

三
五
巷
八
號

一
五
八
頁

以
下
、
片
山
博
士

「
株
式

曾
肚
法
論
」
八
四

四
頁
及
び
八
四
五
頁
伺
後
蓮

参
照
。

註
七
、
水
口
博
士
、
前
掲

論
文
十
二
巻

一
號
四
i

五
頁
。

謎

八
、
秘
密
準
備
金

の
設
置
方
法
に
本
文

の
如
き

も
の
が
あ

る
こ
と
は

Preisig,

D
ie R

eserven der A
ktiengesellschaften nach dem

 schw
eizerischen O

bligationrecht, 1918 S. 144; Palm
er's C

om
pany L

aw

 14ed. P. 242.

lussbilanz )

(G
ew

innerm
ittlungsbilanz )

(R
eingew

inn)

(Jahresbilanz od. Jahressch-

(R
einverm

sgen )

(Preisig, a. a. O
. S. 149 ; Stanb, H

G
B
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nm
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R
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竹

田
博

士

「
株
式
會

社
に
於
け

る
秘
密
積
立
金
」

法
、
論
、
二
十
巻

一
號

一
九

八
頁

、
水

ロ
博
士
、
前
掲

論
文

十
二
巻

一
號
六
頁

唯
之
等

と
異
な
η

と

に
二
分

す

る
、
街
之
等
具
体
的

方
法

に
付

い
て
は
、
竹
田
博

士
、
前
掲
論
文

一
九

八
頁

以
下
、
水

ロ
博
士
、
前
掲

論
文
十

二

蓉

一
號

七
頁
、

二
號
十

一
頁

以
下

、
上
野
博
士

「
貸
借
対
照

表
論
」

四

二
九
頁
、

田
尻
常

雄
氏

「
會
砒

の
秘
密
積

立
金
を
論
ず
」

國

民
経
済

雑
誌

十

九
巻

二
號

五
〇
頁
。

註
九
、
詳
細
は
後
述

「
秘
密
準
備
金

の
利
害
及
其
適
法
性
」

の
項
及
び

「
使
用
、
解

滑
」

の
項
参
照
。

註

一
〇
、
全
上
、
術

、
上
野
博
士
、
前
掲
書
、
四
三
八
頁

、
岡
野
博
士

「
商
法
雑

題
」
新
報
十
九
巷
九
號
十
頁
。

竹

田

博

士

、
前

掲

論

文

、

一
九

五
1

一
九

八
頁

。

〔
=
〕

洛
革
及
び
比
較
法

秘
密
準
備
金
は
、
既
に

一
八
七
九
年
株
式
會
社

U
2
叶ω9
・
bd
き
パ

の
頭
取

Ω
8
蔓

ω
δ
ヨ
9
。。
が
同
銀
行
に
採
用

し
更
に
自

己
の
勢
力
圏
内
の
他
會
社
に
起
用

し
た
こ
と
に
始
懐
う
、
工
業
界

の
分
野
に
於

て
は

団
邑
一
園
鉾
浮
冨
=
が

に
之
を
採
用
し
て
以
來
漸
次
普
及
し
、

今
や
英
佛
を
初
め
世
界
到
る
庭
株

式
會
社
の
存
在

す
る
所
に
は
存
在
す

る
の
實
情

に
あ
る
(註
一
二
)。
而

し
て
本
制
度

は

一
般
に
銀
行
、
保
険

、
汽
船
、

鐵
道
、琵
斯
、
電
氣
等
の
諸
企
業

の
如
き
亘
額
の
資
本
を
擁

し
、
信
用
を
営
業

的
基
礎
と
す
る
會
杜
に
於

て
最
も
多
く

株
式
會

社
に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第

五
巷

第

一
號

三

一
七
)

九

1933. p. 336.
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株
式
會
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(
第
五
巻

第
一
號

三
一
八
二

一
〇

行
は
れ

る
所

で
あ
り
、
我
國
で
も
堅
實
な
る
大
會
魅
の
殆
ん
ど
は
此
の
種
の
準
備
金
を
有
す
る
も
の
＼
如
く
(註
一
三
)

學
者
も
亦
漸
次
之
が
適

法
性
を
認
む
る
に
至

つ
た
や
う
で
あ
る
が
(註
一
四
)、
我
國
の
本
制
度

の
詳
論
批
判

に
先
ち
諸

國

の
状
態
を

二
顧
す
る
(註
一
五
)。

註

一
二
、
R
o
s
e
n
d
o
r
f
f
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
1
9
3
 
f
g
.
 
 
,
 
 
a
n
d
 
S
.
 
2
0
8
 
;
 
C
h
a
r
p
e
n
t
i
e
r
 
e
t
 
H
a
m
e
l
i
n
,
 
o
p
.
 
c
i
t
 
p
.
 
3
3
6
,

註

=
二
、
之

を
我
が
國

の
實
際

に
見

る
も
大

銀
行
大

工
業
會

社
等
に
於

て
は
凡
て
之

を
存

す
る
如
く
殊

に

そ

の
亘
大

な
る
賓
際
額

の
推
算
さ

へ
な
さ

れ

て
居

る
。
(
渡
蓬
鐵
藏
氏

「
秘
密
積
立
金

の
推
算
」
國
家
學
會
雑

誌
三
二
巻

六
號

八
一
=
一ー

八
二
九
頁
)。

.

註

一
四
、
先
づ
、

(
イ
)

秘
密
準
備
金
を
解
羅
論

と
し

て
は
、
貸

借
対
照

表
眞
實

の
原
則
及
び
株
式
會
社

の
公
示
主
義

よ
り
し

て
違
法

と
す
る
も

の

に
、
田
中
博

士

「
櫓
訂
會
社
法
概
論
」

五
四
九
頁
、

「
株
式
會
社
法
改

正
の
基

本
問

題
」

法
協

四
八
巻

一
號

八
七
頁
、

(
ロ
)
立
法
論

と
し
て
も

損
盆
計
算

を
不
明
確

に
す
る
貼

か
ら
禁
止
論
が
あ
る
。

(
智
地
轡
…、次
郎

氏

「
株
式
會
就

の
計
算
」

株
式
會
社
制
度

一
〇

二
頁
、
上
野
博
士

前
掲
書

四

三
九
頁

、
爾
制
度
自
盟

に
は
反
対

で
は
な

い
が
、
我
國
實

際
界

の
現
歌

に
鑑

み
不
可

と
す

る
も

の
も
あ
る

(
田
尻
氏
、
前
掲

論
文
、

五
六
頁
)
。

之

に
対
し

て
適
法
説

と
し

て
は
、
竹

田
博

士
前
掲
論
文
二
〇
六
頁

、
松
本
博
士

前
掲
書
三
三
二
頁
、
水

ロ
博
士
、
前
掲

論
文

二
號

一
〇
頁

。
野
津

博
士
「
商
法
総
則
」
第

二
部

三
二
〇
f

三
二

一
頁
、
田
中
誠
二
氏

「
全
訂
會
甦
法
提
要
」

二
六
〇
頁
等
は
或

る

程
度

の
秘
密
準
備
金
を
適
法

と
認

め

ら

る
。
侮
そ

の
適
法

と
さ
れ

る
理
由
及
び

そ
の
許
容
範
囲

に
付

い
て
は
後
蓮
。

註

一
五
、

此
の
比
較
は
其

の
経
済

的
発
展

の
程
度
と
商
業
道
徳

の
厚
薄
、

さ

て
は
國

民
性

に
も
殊

に
関
係

あ

る
制
度

で
あ

る
た
め
、
諸
外
國

の
制

度
、

理
論
を
其
儘
探
用
す

る
こ
と
は
穏
當
を
妖
く

こ
と
が
あ
る
が
、

伺
幾
多

の
鮎

に
於

て
何
等

そ
れ

に
対
す

る
規
定

な
く
、

且

つ
そ
の
制
度

の
滑

革

も
淺

い
我
國
に
と

つ
て
参
考
す
べ
き
も

の
が
多

い
と
認
め

る
故

で
あ

る
。

先

づ

之

を
獨
逸

に

就

い

て

見

る

に

同

國

に

於

て

も

他

の

多

く

の

諸

國

と

同

じ

く

秘

密

準

備

金

に

關

す

る

成

文

規

定



が
無

い
。
然

し
乍
ら
経
済

的
必
要
は
之
を
禁
歴
し
得
べ
く
も
な
く
、
將
に

「
必
要
は
法
律
を
生

む
」
と
言

ふ
命
題

の

如
實
な
姿
を
示
し
乍
ら
帝
國
裁
判

所
の
態
度
が
三
遷
し
て
居

る
や
う
で
あ

る
。
即
ち
、
其
の
第

一
期
に
於
て
は
判
例

は
定
欺
に
於

て
秘
密
準
備
金
に
關
す
る
明
確
な
規
定
を
爲

し
π
と
き
に
限
う
貸
借
対
照

表
に
於
け
る
秘
密
準
備
金
は

取
消
す
之
と
を
得
な

い
が
、
斯

る
規
定
無
き
限
り
假
令
株
主

総
會
之
を
承
認
す

る
も
斯

る
貸
借
対
照

表
承
認
の
決
議

は
之
を
取
消
し
得
る
も
の
と
し
た
(註
=
ハ
)。
然
し
第
二
期
に
至

つ
て
は
此
の
設
置
に
は
敢
て
定
欺
に
明
示
的
な
許
容

の
規
定

の
存

す
る
こ
と
を

必
要
と
せ
ず
、

唯
定
欺

の
規
定
か
ら
し
て
株
主
の

意
見
が
其

の
設
置
を
許
容
す
る
竜
の

と
認
め
ら
れ

＼
ば
可
な
う
と
し
た
(註
一
七
)。
而
し
て
更
に
三
韓
し
て

一
九
二
七
年

二
月
十

一
日
の
帝
國
裁
判

所

の
到

決
(
註
一
八
)
に
於
て
は

「
斯

ル
準
備
金
ヲ
設
ヶ

〃
コ
ト
ガ
定
歎

昌
依

ア
特
別
授
権
無

ク

モ
法
律
上
可
能

ナ
ァ
コ
ト

ハ
年

次
貸
借
対
照

表

昌
付

テ

ハ
疑

ヲ
容

レ
ズ
、
而

シ
テ
其

ノ
可
能
ナ

ル
コ
ト
ハ
法
典

ノ
規
定

カ
ラ
直
接
」

に
生
ず

る
竜
の

で
あ

る
と
す
る
立
場
を
探

る
に
至
つ
π
。
蓋
し
商
法
第

二
七

一
條
第
三
項
に
依

る
決
議

取
消

の
訴

は
減
債
償
却
叉
は

保

留
金
が
法
律
叉
は
定
欺
に
依
り
許
容
さ
れ
る
範
囲

を
超
ね
て
爲

さ
れ
カ
こ
と
を
理
由
と
し
て
資
本

の
二
十
分

の

一

以
上

の
株
式
を
有
す

る
株
主

に
許
容
す
る
も

の
で
あ
ム
、
他
面
評
価

規
定
π
る
第

二
六

一
條
第

一
號
乃
至
第

三
號

は

低
評
価

を
爲
す

こ
と
を
規
定

す
る
故
に
時
価

が
其

の
製
造
叉
は
取
得
価
額

を
超
過
す
る
場
合

に
は
自
然
秘
密
準
備
金

を
生
ず

る
も
の
で
あ
る
以
上
立
法
者
と
し

て
も
之
を
看
過
し
得
な

い
。
故

に
法
典
自
ら
が
低
評
価

を
許
し
從

つ
て
秘

株
式
會
滋
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(
第
五
巻

第
一
號

三
一
九
)

一
一



株
式
會

社
に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巻

第

一
鵬

三
二
〇
)

一
二

密
準
備
金
を
容
認
し
π
も
の
と
謂
ひ
得
る
と
す
る
(誉

九
)。

此
慮

に
於
て
経
済

上

の
必
要
に
鷹
じ
て
定
欺
に
依

る
授
権

が
無
く
と
も
悪
意
叉
は
身
勝
手
な
減
便
評
価

に
因

て
株

主
の
利
益

配
當
請
求
椹
が
不
當
に
侵
害
さ
れ

臓
限
り
秘
密
準
備
金
の
設
置
は
之
を
認

む
べ
く
(註
二
〇
)、
単
に

共

の
知

う
て
爲
し
控
る
低
評
価

を
以
て
直
に
所
謂
身
勝
手
と
目
す
可
き

で
は
無
く
(
註
二
一
)、
却

つ
て
、
夫
れ

は
商
業
取
引
上

一
般
に
行

は
れ
、
正
當
な
商
人

の
商
事
観
念
商
慣
行
に
適
応

し
且
叉
正
當
な
脛
濟
上
の
必
要
に
慮
ず

る
も

の
と
解
す

る
の
で
あ
る
(註
三

一)。
叉
學
読
に
於
て
竜
其
の
初

め
は
経
済

的
方
面

で
は
常

に
こ
れ
が
可
能
観
さ
れ
控
に
拘
ら
ず
法

律
的
方
面

で
は
其

正
當
性
が
疑

は
れ
孚
は
れ
て
ゐ
た
が
漸
次
前
掲

の
帝
國
裁
判
所
の
判
決

に
賛
す
る
も
の
を
加

へ
る

に
至
つ
π
如
く

で
あ
る
(註
二
三
)o

街
獨
逸

に
於
て
は

一
九
三

一
年

の
大
統
領
令
に
依
う
株
式
法
の

一
部
改
正
が
断
行
さ
れ
、
会
社

の
計
算
に
直
接
間

接
に
関
係

あ
る
も
の
が
そ
の
大
部
分
な
る
に
拘
ら
ず
本
制
度

に
關
す
る
改

正
規
定
無
く
、
筒
近
き
將
來
に
於
て
全
般

的
に
改
正
が
企
圖
さ
れ
て
ゐ
る
が
(註
二
四
)、
共
の
改
正
案

で
竜
之
を
規
定
し
な

い
こ
と

＼
し
て
ゐ
る
。
而

し
て
斯
る

態
度
を
採

つ
た
こ
と
に
就
き
草
案
理
由
書
は
、
其
の
職
務
に
不
忠
實
な
会
社

當
路
者
が
秘
密
準
備
金
を
濫
用
し
て
株

主
及
公
衆
を
し
て
会
社

事
業

の
牧

盆
に
付
き
誤
認
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
看
過

で
き
な

い
が
、
街
該
制

度
に
弊
害
を
件
ふ
と

の
異
論

は
未
だ
以

て
該
制
度
を
拒
否
す
る
に
不
十
分
な
う
と
し
、
秘
密
準
備
金
の
禁
止
は

一
般



國
民
経
済

上
之
を
正
當
親
さ
せ
る
特
別

の
理
由
無
く
却

つ
て

一
定
絵
剰
資
本

の
積
立
は
多
く
の
事
業
に
必
要
に
し
て

且
夫
れ
は
屡

々
之
を
秘
密
に
爲
さ
ざ
れ
ば
不
能

で
あ

る
。
更
に
元
來
価
格

な

る
も
の
は
常
に
評
価

に
基
く
も
の
で
あ

う
、
其
の
評
憤
は
當
然
其

の
算
定
に

一
定
の
自
由
の
絵
地
を
含

む
も
の
で
あ

る
に
拘
ら
ず
、
取
締
役
が
過
度

の
注
意

を
以

つ
て
し
た
憤
額
評
価

に
依
う
(註
二
五
)損
害
賠
償
の
責
任
叉
は
刑
事
責
任
を
負
憺

せ
し
む
可
き
に
非

ざ
る
黙
等
か

ら
し
て
低
評
価

の
禁
止
は
法
律
上
並
に
實
際
上
要
當
な
ら
ず

と
解
し
た
爲
め
で
あ
る
(註
二
六
)。
蓋
し
こ
＼
に
も
秘
密

準
備
金
制
度
に
關
す
る
問
題
の
相
貌
を
覗

ひ
得
る
も
の
が
あ
る
o

註

一
六
、

.
が

こ
の

理
由

に
よ

り

無

効

と

さ
れ

、

は
そ
れ
故

に
塵
罰
を
な
す
。
樹
、
同
様

の
見
解
を
披
歴
す

る
も

の
に

註

一
七
、
例

へ
ば
、
「
減
債
償
却

ノ
額

ハ
取
締
役
之

ヲ
定

ム
」
と
定
欺

に
規
定
し
た

る
場
合

の
如

き

こ
れ
で
あ

る
が
、
此

の
第
二
期

に
閣

す
る
判
例

に

は
、

一
九

二
四
年

一
月

四
日

の
判
決

及
び

術
詳
細
は

参
照

。

註

一
八
、

更

に
、

最
近

の
判
例

で
は
、

註

一
九
、
術
之
等

の
判
例

の
憂
遷

に
關

し
て
は

あ

り

、

樹

一
等
参

照

。

.
参
照

。

註
二
〇
、
此
の
場
合
は
決
議
取
消

の
訴
は
紀
し
得

な
い
も

の
と
見

る
、

の
如
き
は
、
秘
密

準
備

金
を
作

る
目
的
で
散
意
に
過
少

静
偵
を

す
る
や
う
な
場
合

は
假

令
、
そ
れ
が
會

社

の
事
業
を
輩
固
に

株
式
會

社
に
於
け

る
秘
密

準
備
金

(
高

田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三

一二

)

=
二

R
. G
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d. 43 S.126; B
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d. 65. S. 92; S. 92; B

d. 72 S. 33.

38 S. 3.
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株
式
會
社
に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
二
二
)

一
四

す
る
目
的

で
行
は
れ
た
に
し

て
も
所

謂

≦
、崔
犀
臼

な
り
と
し

て
居

た
が
、
彼
は
近
著
で

こ
れ
を
改

め
た
。

は
會
社

の
永
績
性
よ
り

こ
の
設
置
を
所
謂
身
勝
手
と
な
し
得
ず

と
す
る
.

註
二
三
、
秘
密

準
備
金

の
設
置

を
不

可
と
す

る
も

の
に
、

樹

一
般

に
過
少
評
価

を
不
可
と
す
る
も

の
に
、

之

に
対
し

て
適
法
説
を
採

る
も

の
に

而

し
て
、

ロ
ー

ゼ
ン

ド

ル
フ
は

其

の
菩
著
及
論
文

の
見
解
即
ち

定
欺

の
授
権
な
く
し

て
爲
し
た

秘
密
準
備
金
は
之

を
取
消

し
得

べ
き
も

の
と

し
た
が
、

そ
の
近
著

で
は
反
対

に
斯

る
規
定

な
く

し
て
當
然
之

を
設
け
得

る
も
の
と
し

て
前
掲
帝
國
裁
判
所

の
見
解

に
賛

し
た
。
又
、

ス
タ
ゥ
ブ

註
繹
書

も
其

の
第

五
版
ま
で
は
、
同
檬

の
見
解

を
と

つ
て
居
た

が
、
第
六
、
七
版

(
一
九
〇
〇
年
)
以
來

そ
の

態
度
を
変

へ
、
株
主

は
株
主
総
會

に
於

け
る
評
価

が
、
其
道

の
玄
人

の
意
見

に
よ
れ
ば
不
當

で
あ
る
と
云
ふ
筒

箪
な
理
由
で
、

よ
り
大
な

る
利
益

配
當
を
求

め
得

る
も

の
で
は
な
く

寧

ろ
右

の
評
価

の
客
襯
的
正
當
さ
は
争

ひ
得
る
に
し
て
も
街
合
理
的
な
較
量

と
云
ふ
物
尺
を
踏

み
外
し

て

居
ら
ぬ
限
り
法
律
違
反
と
は
な
ら
ぬ
と

し
、
過
少
評
価

を
理
由
と
し

て
決
議

の
取
清
を
訴

へ
る
こ
と
は
實
際

に
も
多
く
行
は
れ
ず
、
斯
様
な
過
少
詳
債

は
寧
ろ
會
就

の
誇
と
な

つ
て
居

る

と

註

す

る
に

至

つ
た

。
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我

が
國

に
於

て
も
、
松
本
博
士
及
び
田
中
誠

二
氏

の
前
後

に
亘

る
諸
著

の
間

に
も
同
様

の
変
化

を
見

る
。

註

二
四
、
濁

の

一
九
三

一
年

の
株
式
法
改
正
法

の
中
、
こ
の
點

に
關
し

て
詳
細
な
る
も
の
に
、

我
が
圃

で
は
鈴
木
竹
雄
氏

「
獨
逸
株
式
会
社

法

の
改

正
」

(
二
)
法
協

五
〇
巻
十

二
號
九
八
頁

以
下
、
大
隅
健

一
郎

氏

「
獨
逸
に
於
け

る
株
式
會

社
法

の

一

部
改
正
」
法
論

二
七
巻

三
號

一
四
二
頁

以
下
。

岱

そ
の
改

正
ガ
株
式
會
社
法

の
全
部
的
改

正
の
抱
棄

で
は
な
く
、

依

然
そ
れ
が
績

け
ら
ら
れ

る

こ
と
は

等

の
述

べ
る
所

で
あ

る
。

術
拙
稿

「
自
己
秣
取
得
禁
止
制
度

並
其
違
反

行
燈

の
効
力

」
法
文
論
叢

十
六
號

一
頁
以
下
参
照

。

註
二
五
、
助
産

の
価
額

の
変
動
殊

に
そ
の
低
下
を
慮

っ
て
爲

し
た

る
低
債
評
価

等

の
場
合

に
於

て
は
殊

に
そ
う
で
あ

る
。

註

二
六
、
同
草
案
第
百
十
三
に
付

い
て
は
水

ロ
博

士
前
掲
論
文

二
號
九
頁
。

次
に
英
國
に
於
て
は

一
九
〇
六
年

の

の
事

件

(註
二
七
)
の

臼
9
9
淀

於
て
既
に

こ
れ
が
問
題
と
な
う
た
る
も
、其

の
最
も
著
し
き
も
の
は
図
○
団
巴

蜜
匙

男
碧
パ
9
∩
9

の
取
締
役
會
長

ピ
o
繋

匹
図
舞
算

に
対
す

る
刑
事
事
件
に
し
て

(註
二
八
)

即
ち
同
會
社
は

一
九
二
六
年
及

一
九
二
七
年
の
爾
年
度
に
事
業
玉

著
し

い
損
失
を
受
け
た
に
拘
ら
ず
、

一
九
二
六
年
度
に
は
四
分
の
配
當
を
、

一
九
二
七
年
度
に
は
五
分

の
配
當
を
L

た
が
、
そ
れ

は
軌
れ
も
其
前
年
度
に
設
置
し
た
秘
密
準
備
金
を
解
消
し
て
之
に
充
當
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。
此

の
車

件
に
於

て
勃
事

切
9
パ
ぞ

卿

は

「
貸
借
対
照

表

の
目
的
と
す
る
所
は
會
社

の
営
業

並
に
財
産

の
歌
況
が
貸
借
対
照

嘉

株
式
會
冠
に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
二
三
)

一
五

R
uth-Schm

olz, D
ie B

ilanzen der  A
  G
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rechtlicher u. betriebsw
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edeuchtung, 1932 ; K
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eform
 der A
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株
式
會
顧
に
於

け
る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
門五
巻

第

一
號

三
二
四
)

一
六

の
示
す
通

り
好
況
に
在

る
こ
と
を
示
さ
ん
と
す
る
に
あ
る
が
、
共

の
状
況
が
貸
借
対
照

表

の
示
す
よ
ム
も
遙

か
に
良

好
な
る
も
の
に
非
ざ
る
や
を
明
に
す
る
を
要
せ
ざ
る
も
の
」
と
説
示
し
て
詐
欺

の
目
的
に
於

て
爲
し
た
る
貸
借
鍔
照

表
の
隠
蔽
あ
る
も
の
と
す
る
嫌
疑
に
拘
ら
ず
之
を
無
罪
と
し
た
(註
二
九
)。

而
し
て

共

の
後
英
國
株
式
會
社
法
改
正
委
員
會
に
於

て
も

此

の
秘
密
準
備
金

の
問
題
は

議
題

と
し
て

取
上
げ
ら

れ
、
又
當
時
委
員
長
は
専
門
家
に
対
し

て

一
定
の
場
合
に
斯
る
弊
害

の
事
實
存
す
る
事
を
知
る
や

に
關
し
て
具
體
的

質
問
を
登
し
た
が
、
之
を
知
る
と
す
る
回
答

は

一
も
無
く
、
却

つ
て
之
等
專
門
家
は
異

口
同
音
に
秘
密
準
備
金
は
総

て
忠
實
に
管
理
さ
れ
、
且
そ
れ
は
猫
り
會
社

の
爲

の
み
に
止
綾
ら
ず
公
衆
の
爲
に
も
大

い
に
利
益

あ

る
も

の
と
し
た

(註
三
〇
)。
叉
他
面
英
國
會
計
士
會
も
本
制
度
に
は
自
ら
な

る
限
度
が
存

し
共
弊
害
そ
の
利
を
超
え
ず
と
し
て
其

の
必

要
性
を
認
め
て
ゐ
る
(謎
三
一
)Q

註

二

七
、

即
ち
本
事
件
で
は

一
九
〇
六
年

一
月

及
び
二

月

の
被
告
會
社

の
株
主
総
會

に
於

て
定
欺
変
更

を
決
議
し
、

一
は
取
締
役

の
普
通
、
優
先
株
主

に
対
す

る
利
益

配
當

の

一
定
限
度
を
定

め
、
夫

れ

以
上

の
利
益

に
付

き
秘
密
準
備
金

を
設
け
得

る
も
の
と
し

て
、

そ
れ
に
対
す

る
詳
細
規
定
を
四

ケ
條

に
亘
り

決
議
し
た
事
件
で
、

そ
の

島
o
蜜

に
於

て
之
を
肯
定

し
た
。
樹
貸
借
対
照

表

の
斯

る
不
實

記
載

に
付

き

参
照

。
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irm
ingham

 Sm
all A

rm
s C

om
pany L

im
ited,  (1906J 2 C

h. 398.

(the internal reserve fund)

dicta
In re L

ondon and G
eneral B

ank

(N
o. 2) [ 1895) 2 C

h. 673.

R
ex v. K

lysant C
. C

. A
.48 T

. L
. R

. 62; 23 C
r. A

pp. R
. 83.



に

依

る
。

水

ロ
博
士
、
前
掲

論
文

二
號
四
頁
、

一
號
十
三
頁
。

水

口
博
士
、
前
掲

論
文

一
號
十

一
頁
以
下
、
街

英
國

の
会
社

に
於
け

る
秘
密
準
備

金

の
取
扱

に
關
す

る
實
際
を
示
す
も

の
と
し

て
前
掲

の

規
定

は
注
日
に
値

ひ
す

る
。

る
態
度

を
と

つ
た

が

の
事
件
に
於

け

る
、
被
告
會
薩

の
定
欺

殊

に
其

の
三
八

一
ー

三
八

二
頁
所
掲
参
照

)
而
し

て
同
判
決

は
之

を
許
容

す

は
解
釈

論
と
し

て
上
述

の
判
例

に
疑
問

を
抱
く
も

の
」
や
う

で

あ

る
。

し
か

し
多
く

の
學
者
は

こ
れ
を
許
容
す

る
こ
と
を
明
示
的
に
述

べ

叉
は

そ
の
許
容

を
前
提

と
し
て
議
論
を
な
す
、
例

へ
ば

佛
國
に
於
て
も
他

の
諸
國
と
同
様
長

い
間
此
の
秘
密
準
備
金
の
問
題
を
等
閑
に
附
し
覧
即
ち
「
一
八
六
七
年

の
法
律

以
後
虚
構
的
利
益

配
當

の
凡
ゆ
る
形
態
を
探
求
す
る
こ
と
に
殆
ん
ど
專
念
し
て
居
た
爲
め
裁
判
所
は
準
備
金
若
く
は

滑
却

の
性
質
を
有
す
る
利
益

か
ら
の
控
除
額
に
就
き
相
愛
ら
ず
讃
僻
を
以
て
取
締
役
會

の
意
見
に
敬
服
し
て
居

た
」

(註
三
二
)が
、
學
説
で
は
或
は
株
主

の
利
益

配
當
請
求
梅
か
ら
、
更
に
は
夫
れ
が
醸
し
出
す
弊
害
か
ら
し
て
此

の
制
度

に
反
対

す
る
も
の
が
存
す
る
(
註
三
三
)。
然

し
乍
ら
佛
に
於
て
も
漸
次
之
が
適

法
論
が
有
力
と
な

つ
て
(註
三
四
)、
其

の

裁
判

所
の
見
解
に
賛
し
て
居

る
や
う
で
あ

る
(謎
三
五
)。

株
式
會

社
に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
二
五
)

一
七

T
he L

aw
 R

eports D
igest, 1931. p. 70 (False  prospectas

R
osendorff, N

eue d. A
ktienrecht S. 206.

R
osendorff, N

eue d. A
ktienrecht, SS. 204-206.

N
ew

ton v. B
irm

ingham
 Sm

all A
rm

s C
o.

(L
aw

 R
eport, (1906) 2 C

h. 378.

Palm
er's C

om
pany L

aw
 14ed. (1930) p. 242-243.

H
em

m
ant.

T
he C

om
panies A

ct, 1929. (1930) p. 336-337; L
indley on C

om
panies, 7ed. p. 598 ;C

onnell, Pitm
an's C

om
panies and 

C
om

pany L
aw

. p. 152; R
eiter, Profits, D

ividends and the L
aw

 p. 138.

C
harpentier et H

am
elin, op. cit. p. 337.



株
式
會
敢

に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
、二
六
)

一
八

註

三
哨『

」
等
は
定

欺
規
定

が
あ
る
坦

合
及
び
株
主
総
會

に
於

て
定
欺
変
更

と
同

一
の
多
数

に
よ
る
決
議

あ
る
こ
と
を
要
す
と
す

る
。
伺
貸
借
対
照

表
眞
實

の
原
剣
か
ら
反
対

す
る
も

の

に

●

あ

り

。

註

三
四

、

註

三
五

、

更
に
瑞
西
に
於
て
は
共

の
債
務
法
第
六
五
六
條
が
貸
借
対
照

表
を
、
株
主
が
會
社

の
財
産
状
態
を

一
覧

し
得
る
た

め
に
明
瞭
に
し
て
且
つ
見
通
し
得

る
如
く
作
製
す
べ
き
旨

の
規
定
を
爲
し
て
居
る
た
め
過
少
評
価

に
依
る
秘
密
準
備

金
の
設
置
を
定
欺
規
定
に
依

る
か
、
又
は
株
主
総
會
の

一
致
の
決
議
に
依
ら
な

い
以
上
取
消
を
免
れ
臓
と
す
る
者
も

存
し
た
が
(註
三
六
)、

一
九

二
九
年

の
司
法
改
正
案
第
六
六
四
條
第

二
項
は
大
膿
に
も
理
事
者

の
側
に
於
け
る
企
業

の

輕
績
的
安
定
(
・

叉
は
配
當
平
均
の
爲
め
の
秘
密
準
備
金
を
適
法
と
明

言
す
る
に
至
つ
た
。
而
も
後
述
す
る
如
く
共

の
設
置
に
可
能
な
総

て
の
方
式
を
法
律
上
適

法
と
認
め
た
(註
三
七
)。
勿

 T
hallen et Pic, Societes com

m
erciales, II, N

° 1195 ; necugis, J. Soc. 1903. p. 485 ;R
ousseau, Societes, I, 2550-;

C
harpentier et H

am
elin, op. cit. p. 317; C

heron, not. Paris. 1915. 2. 17. ; C
opper-R

oyer, N
° 359.

A
m

iaud, D
es com

ptes des reserve dans les societes par actions, 1912 p. 44, 162 et suiv.

C
ellerier, E

tude sur les Societes anonym
es, p. 405. et suiv. ; M

orin, A
nnales de D

roit com
m

ercial, 1908, p.

348-349; R
. G

ain, L
e B

ilan C
om

m
ercial, 1928 p. 117 et suiv.

Paris, 22 m
ars 1911, D

. 1912, II, 353. C
ontra, not C

heron, Paris 16 juillet 1896, J. Soc., 1896, 414. C
f. aussi

Paris, 15 janvier 1914, Juris C
asseurs. Juispr. annotee des Soiettes, 1914, N

° 19, p. 241.
B

oissarie, L
a reform

e du

regine des bilans la s. p. a., 1932; R
oche, D

e la relativite des bilans , 1933; J. C
haveneau, L

es bilans aux points de 

vue com
m

ercial, industiel &
 Fiscal. 1931, p. 161 et suiv. ;

(danernde Sicherstelluug des U
nternehm

ens)



論
そ
れ
は
同
國
に
於
け
る
戦
後
の
経
済

的
混
乱

、
共

の
他
の
特
殊
事
情
に
基
く
も
の
で
あ

る
事
は
言
ふ
綾

で
も
な

い

が
(註
三
八
)、
尚
本
制
度

の
立
法
的

一
躍
進
た
る
こ
と
は
否
定
し
得
べ
く
も
な

い
。

註

三

六

、

註
三
七
、
即
ち

「
理
嘉
者

力
賓
産

ヲ
時
価

以
下

二
評
価

シ
其
他

ノ
秘
密
準
備
金

ヲ
設

ク
ル

コ
ト
ハ
云
々
」

と
規
定

す

る
。
術
後

蓮
四

八
頁
参
照
。

註
三

八
、
同
國

の

之

に
反
対

す

る

も

の

に

論
議

に
際

し
て
殊

に
利
益

配
當
準
備

の
爲

め
の

秘
密
準
備
金

の
設
置

可
否
が
大

い

に

畢
は
れ
た
。

(
例

へ
ば
、

の
如
き
有
力

な
る
學
者

が
あ

る
。

然
し
其

の
特
殊
な

る
経
済

事
情
に
基

き

損
失
を
公
表

し

並

に
準
備
金

に
因

つ
て
之
を

補

填
す
る
こ
と
は
常

に
株
主
に

不
安

の
感
を
惹
起
し
而
も

株

主
及
び
公
衆
は
其

の
各
個

の
損
失

に
蹄

し
た

る
事
業

の
結
果
を
正
當

に
評
価

す

る
に
足

る
十
分

の
智
識
を
有

せ
ざ
る
爲
、

徒
ら

に
群
集

心
理
か

ら

す

る
不

相

磨

の
制
裁

を

加

へ
る

こ
と
が

あ

る

こ
と

に
鑑

み

た

も

の

で
あ

る
。

荷

、

詳

細

は

等
参

照
。

更

に
伊
太
利

に
於

て
も
秘
密
準
備
金

の
制
度

は

一
般

に
採
用
さ
れ

て
居

る
が
、

は
定

欺

の
規
定

、

又
は
秣
主
総
會

に
於

て
定
欺
変
更

に
必
要
な

る
多
数

の
議
決
あ

る
と
き
に

の
み
之

を
許
容

し
得

る
と
な
す
に
対
し

て
著
名

な
る

(
三
)

秘
密
準
備
金
の
利
害
及
其
適
法
性

從
來
秘
密
準
備
金

の
利
益
と
し
て
は
種
々
基
げ
ら
れ
た
が

、
先
づ
其
営
業

成
績

の
良
不
良
を
外
部
に
曝
露

せ
ず
し

て
、
利
益

配
當
率

の
平
均
を
維
持
し
得
る
こ
と
が

、
其

の
最
も
重
要
な
も
の
に
し
て
(註
三
九
)、
更
に
此
の
存
在
が
取

株
式
会
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巷

第
乙
號

三
二
七
)
、

一
九

Preisig, a. a.  O
. S. 173 ; R

osendorff, neue deutsche A
 R

. S. 207 fg..

Standrat

Z
im

m
erm

an
[H

orrw
itz, B

ilanz„ and B
uchfiihrungs Problem

e fiir das

Schw
eizerische and D

eutsche R
echt, Z

entralblatt f. d. H
R

. 2 Jahrg. (1927) S. 45 ; G
eiler, Strukturw

andlungen S. 33.D
)

R
osendorff, a. a. O

. SS. 207-208 ; T
heo

G
uhl, D

as Schw
eizerische O

bligationsrecht, 1933 SS. 291-292.

G
regorio, I bilanzi delle sac. anonim

e p. 70.

V
ivante, T

rattatto di diritto com
m

erciale 1928. V
ol. II. N

. 582.



株
式
會
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巻

第
一
號

三
二
八
)

二
〇

締
役
の
活
動
を
自
由
に
す
る
事
が
其
の

一
敷
能

で
あ
る
と
さ
れ
た
(註
四
〇
)。
而
し
て
共

の
鉄
黙

は
第

一
の
利
益

の
反

面
株
主
叉
は

一
般
第

三
者
か
ら
事
業

の
牧
盆
率
の
計
算
を
奪
ふ
こ
と
で
あ
め
、
第

二
の
利
益

の
反
面
取
締
役
の
放
漫

な
投
機

等
を
誘
起
す

る
危
険

が
あ
う
(註
四
一
)
、
更
に
そ
れ
が
所
得
税
等
の
冤
脱

の
手
段
に
供
さ
れ
る
事
が
屡
々
で
あ

る
こ
と
等
が
(註
四
二
)其

の
弊
害
と
し
て
墨
げ
ら
れ

る
の
を
常
と
し
、
之
等
の
利
害
を
比
較
し
て
本
制
度
の
採
否
を
到

断
し
た
。

併

し
乍
ら
實
在
す
る
株
式
會
社
は
其

の
内
部
に
最
も
尖
鏡
化
し
た
幾
多
の
複
雑
な
利
益

群
を
包
藏
す
る
企
業
団
体

で
あ
う
。
而
も
其

の
利
害
の
対
立

は
荷
も
株
式
会
社

の
制
度
を
批
判

す
る
場
合

看
過
す
る
を
許
さ
な

い
迄
に
強
度

の

も
の
で
あ
る
。
即
ち
會
社
に
直
接
、
間
接
に
其
利
害
圏
に
登
瘍
す
る
主
な

る
者
に
先
づ
其
構
成
者
た
る
株
主
、
會
社

の
機
關
膿

の
構
成
者
、

社
債
権
者
其
他

の

會
就
債
権
者
が
存
す
る
が

、

此
の
外

近
時
最
も
注
目
す
べ
き
利
益

主
膿

と
し
て
所
謂

「
企
業
自
膿
」
が
存
す
る
。
而
し
て
第

一
の
株
主
も
更
に
其
中
に
於
て
或

ひ
は
投
資
株
主
、
企
業
者
株

主
、
投
機
株
主
に
、
或

ひ
は

一
時
的
株
主
と
泳
久
的
株
主
、
又
は
大
株
主
乃
至
所
謂
多
藪
者
と
小
株
主
乃
至
少
数
者

と
し
て
対
立

す
る
各
種

の
利
益

群
を
形
成
す
る
(註
四
三
)。
次
に
會
社
の
機
關
膿
に
於
て
も
理
事
機
關
と
、
監
査
叉
は

槍
査
機
關
と
が
各

々
異
な

つ
た
利
益

群
を
形
成
す

る
。

殊
に
濁
學
者
の
所
謂
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g

と

一
般
株
主
叉
は
株
主

中

の
或

る
特
定
利
益

群
と
の
対
立

叉
は
結
合
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
存
す

る
(註
四
四
)。
而
し
て
會
社
債
権
者
中
、
社



債
権

者

は
他

の

一
般

の
者
と

は
全
然

趣
を
異

に
し
た
利
益

群

を
爲

し
、
然

も
そ
れ
が

漸

次
株

主

の
そ
れ

に
近

き
性

質

を
加

へ
つ
＼
あ

る
(註
四
五
)。
最

後

に
株
式

會
社

は
元
來

、
其

構
成
員

の
多

歎

、
企
業

所
有

と

企

業
輕
螢

の
分

離

、
更

に

は
其

の
物

的
有

限
責

任

の
故

に
、
會

社

に
人
的

色
彩

な
く

そ
れ

丈
け

に
之
が

構
成
員

か
ら
独
立

に
存
在

す

る
事
が

顯
著

で
あ

る
が

、
所

謂
債
権

者
化

し
た
投
資

株

主

の
増

大
が
之

を

更
に
助
勢

し
(註
四
六
)、
加

ふ

る
に
會
社
が

共

の
社

會

生
活
中

に
附

加
負
担

さ
せ
ら
れ

た
國

民
経
済

的
責
務

、

多
数

の
從
業
員

乃
至
労
働

者

の
生

活

保
障

者
と

し

て

の
會

社

、
さ

て

は

「
企
業
自

膿
」

が

強
く
浮

び
出

る
に
從

ひ
共

の
利
益

保
護
が
独
立

の
而

も
重

要

な
意

義

を
加

へ
來

つ
た

(註
四
七
)。
以

下
之

等

の
利
益

群

の
利

害

に
照
ら

し

て
秘
密
準

備
金

制
度

の
許
否

に
關

し
從
來
問

題

と
な

つ
た
所

を
吟

味

し
て
本

制
度

を
我
が

國

に
於

て
許
容

す
べ
き

か
否

か
を
論

結

し
度

い
(謎
四
八
)。

註
三
九
、
竹
田
博
士
前
掲
論
文
、

法
論
、

二
十
巻

一
號
一
九
五
頁
。
更
に
上
野
博
士
前
掲
書
四
三
八
頁
は
秘
密
準
備
金
特
有
の
目
的
は
事
實
の
隠

蔽
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
奥
に
存
す
る
目
的
は
本
文
の
如
き
も
の
で
あ
る
を
常
と
す
。
M
.
L
i
o
n
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
1
5
 
&
 
1
6
.

参
照
。

註
四
〇
、
L
i
o
n
,
 
 
a
 
 
a
 
0
.
 
S
.
 
1
6
 
;
 
P
i
n
n
e
r
,
 
B
e
i
t
r
a
g
e
.
 
S
.
 
1
5
.

註
四

一
、
此
の
鮎
に
關
し
て
は
K
o
n
v
e
r
o
.
 
D
i
e
 
B
e
w
e
r
t
u
n
g
 
d
e
r
 
V
e
r
m
o
g
e
n
s
g
e
g
e
n
s
t
a
n
d
e
 
S
.
 
1
2
8
.

註
四
二
、
殊
に
職
時
叉
は
之
に
準
ず
べ
き
時
に
於
け
る
甚
大
な
る
牧
盆
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
高
率
な
る
利
得
粉
を
免
れ
る
爲
に
な
さ
れ

(小
山
張

次
氏
前
掲
論
文
、
會
計
、

四
巷
一
號
四
四
頁
)、

又
は
政
府
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
爲
に
牧
盆
を
隠
匿
す
る
こ
と
も
屡
々
行
は
れ
る
所
で

あ
る
。株

式
會
就
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巷

第
一
號

三
二
九
)

一=



株
式
会
社

に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
=
δ

)

ニ
ニ

註
四
三
、
.荷

此
の
外
新
…秣
の
持
主
と
奮
株

の
所
有
者
、

更
に
は
普
通

株
主

と
優
先
株
主

と
の
対
立

が
昏

々
異

な

つ
た
利
益

群
を
形
成
す

る
。

●
侮
監
査
役

に
關

し

て
斯

る
考
案
を

な
す
も

の
に

あ

り

。

樹
改

正
要
綱
第

一
四
八
、

一
四
九
参
照
。

'
は
こ
の
點

に
關

し

て
力

強

き

主

張

を

な
す

。

註
四

七
、
株
式
會

社
を
以

て
株

主
が
膏
利

の
目
的
を
達

す
る
手
段

と
の
み
考

へ
る
と
き
は
、

企
業

は
夫
れ
自
盟
と
し

て
存
在

の
意
義
を
有
せ
ず
し

て

株
主

の
利
益

の
前

に
屈

せ
ざ

る
を
得
な

い
が
、

事

態
が
企
業
を
し

て
か
く
解
す

る
を
得

ざ
る
ま

で
に
至

つ
て
居
る
。
野
津
博
士
「
商
法
総
則
」
第

一

部
六

七
頁
は
更

に

こ
の
こ
と
を
明
白

に
企
業
自
盟

は

「
企
業
者
自
身

の
個
人
的
勢
力

を
超
越

す
る
に
至

る
」

と
さ
れ
る

こ
と
は

こ
の
問

の
清
息
を

明
白

に
し

て
鯨

リ
が
あ

る
。

併

し
乍
ら

此

の
企

業
自
體

の
利
益

の
主
張
は

必
ず
し
も
同

一
利
益

群

に
依

っ
て
の
み

用

ひ
ら
れ
ず

「
多
敷
株
主

の

横
暴

の
み
な
ら
ず

少
敏
株
主
叉
は
個

々

の

株
主

の
権
利
濫
用

に
対
し

會
社

理
事
者

の

立
場
を
辮
解

す
る

根
捺
を
輿

へ
た
」

(
田
中
博
士
前
掲
論

文
、
法
協
四
八
巻

一
號

八
六
頁

)
が
、
多
く
の

場
合

に
於

て
そ
れ
は

株
式
會
社

の

内
部

に
不
闘

に
生
ず

る
利
益

抗
璽
の
調
和

の
原
理
た

る
の
役
割

を
演

じ
て
來
た

こ
と
は
注
目
す
べ
き
所
で
あ

る
。
更
に

参
照
。
荷
此

の

「
企
業

自
盤
」

の
思
想

は
ワ
ル
タ
・
ラ
テ
ナ
ウ
に
そ
の
源
を
嚢
し

プ
リ

ツ

ツ

・

ハ
ウ

ス

マ

ン
に

依
り

そ

の
名

を

輿

へ
ら

れ

た

も

の

で
あ

る
が

之
を
理
論
附
け
し
た
も
の
に
は

G
eiler, a. a. 0. S.2  fg. u. 20 fg.; derselbe, D

ie M
ethode S. 22 ; E

iser, A
ktienrechtsreform

 and G
enossenschaftsgesetz

(Z
entralblatt f. H

R
. 7 Jahrg. (1931)) S. 188 ; K

lausing, R
eform

 des A
ktienrechts, S .119.

R
. Passow

, D
ie B

edeutung der A
ufsichtrats fiir die A

ktiengesellschaft. (T
hiinen A

rchiv 1. Jahrg. (1906) SS

581-638.)

H
aussm

ann, V
om

 A
ktienw

esen u. v. A
R

. S. 34,

L
upkes, M

itglieder sind G
laubiger der K

orperschaft 1931.

G
eiler, Strukturw

andlungen, S. 2fg. ; derselbe, M
ethode, S. 22; N

etter,

Problem
e des lebenden A

ktienrechts, 1929 S. 41, 42.

(R
athenau, V

om
 A

ktienw
esen S. 38 fg..)

V
om

 A
ktienw

esen and vom
 A

ktienrecht S. 27 fg..)

(H
aussm

ann,

H
. L

angsberger, D
er R

echtsgedanke der

"U
nternehm

ens an sich." usw
., Z

entralblatt f. H
R

. 1932. S. 79 fg. ; M
. H

om
burger, N

eugestaltung des A
ktienrechts,
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而
し

て
其

の
後
幾

多
の
學
者

に
よ
り
賛
同
さ
れ

立
法

に
も
影
響
し

て

來
た
。

即
ち
、

濁

の

一
九
三

一
年

の
大
統
領
令

及
び
同
國
草
案

八
四
條

八
六
條

一
三
五
條

等

が
そ
れ
で
あ
り
、

我
が
改
正
要
綱

も
企
業

の
維
持

に
は
特

に
注
意

を
抑

ふ
も

の
」
や
う
で
あ

る
。

更

に
國

民
経
済

と
の
関
係

に
於

て
此
の
重
要

な
る
役
割
を
論
じ
た

る
も

の
と
し
て
L
u
d
w
i
g
 
 
P
o
h
l
e
,
 
D
e
r
 
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
s
t
a
n
d
,
 
1
9
1
0
.

あ
り
。

註

四
八
、
V
.
 
E
h
r
e
n
b
e
r
g
,
 
B
i
l
a
n
z
 
a
n
d
 
s
t
i
l
e
 
R
e
s
e
r
v
e
n
 
(
J
h
r
i
n
g
 
J
.
 
B
.
 
B
d
.
 
5
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S
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.

の
如
き
は
秘
密
準
備
金

に
關
し

て
四

の
然
も
各
個

独
立

の
問
題

と
し
て
之

を
取
扱
ふ
べ
き
も

の
と
し

て
、

(
イ
)
其

の
設
置

の
適
法
性

の
問
題
及
び
そ
れ
を
肯
定

す
る
場
合

そ
れ
に
關

す
る
規
定

の

強
行
性

の
問
題
、
(
ロ
)
貸
借
対
照

表

に
対
す

る
総
會

承
認

の
効
力

及
び
其
決
議

の
無
敷
等

の
問

題
、

(
ハ
)
法
律
義

務
違
反

の
取
締
役
監
査
役

と

総
會
決
議
及
び
民
事
的
刑
事
的
責
任

の
問

題
、
(
二
)
そ
れ

に
対
す

る
課
税
構

の
問
題
を
あ
げ

る
。
然
し
乍

ら
本
論

の
如
き
も

の
を
行
論
を

よ
り
好

都
合

に
し

て
論
理
的
と
考

へ
る
散
に
採
ら
ず
。
伺
秘
密
準
備
金
制
度

を
斯

る
異
な

つ
た
利
益

群
に
付

き
利
害

を
論
ず

る
も

の
に
目≦
貝

=
o
戸

⇔
.
ρ

O
●
ψ

一ひ
樽
:
あ
り
。

先
づ
獨
逸

に
於
て
此

の
秘
密
準
備
金

の
問
題

は
株
主
の
利
益

配
當
請
求
椹
と
の
關
聯

に
於
て
論
孚
さ
れ
た

(註
四

九
).)

抑
も
企
業
参
加
を
爲
す
目
的
は
先
づ
そ
れ
に
依
り
利
益

分
配
を
受
け
る
事
で
あ
る
が
、

既
述

の
三
種
の
株
主

群
中

の
投
資

・
企
業
者
株
主

は
勿
論

、
投
機
株
主
と

錐
も
本
來
的

に
は
必
ず
し
も
そ
れ
を
目
的
と
し
な

い
が

(註
五
〇
)

合
日
社
の
増
配
が
株
債
を
縢
貴

さ
せ
る
限
う
同
じ
く
之
に
非
常
な
る
利
害
を
有
す
る
。
故
に
利
益

庭
分

の
方
法
は

凡
て

の
株
主
の
最
も
關
心
を
有
す
る
所

で
あ
る
爲

、
商
法
は
之
を
株
主
総
會

の
專
厨
決
議
事
項
と
し
て
ゐ
る

四

四

年

ノ
改

正

前

ノ
.

第

一
五

八
條

参

照

、

商
法

一
九
〇
條

一
九
二
條
及

ビ

而
し
て
秘
密
準
備
金
の
設
置
は
既
述
の
如
く
貸
借
対
照
表
に
表
は
れ
た
利
益
庭
分
で
は
な
く
然

竜
實
質
は
將
に
利
益

腱
分

で
あ
わ
乍
ら
會
社
理
事
者

の
専
決
す

る
所

で
あ
る
黙
に
於

て
、
上
述
の
株
主

の
利
益

配
當

株
式
會
社

に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第

五
巻

第

一
號

三
三

一
)

二
三



!

株
式
會
髄
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巻

第
一
號

三
三
二
)

二
四

請
求
権
を
侵
害
す
る
惧
れ
あ

る
と
共
に
、
株
主
総
會
の
專
属
決
議
事
項
を
實
質
的
に
侵
す
も
の
に
非
ざ
る
や

の
疑
問

を
生
ず

る
。

株
主
は
會
社
に
利
益

の
存
す
る
限
う
、
否
更
に
は
不
法
な
る
蛸
配
當

さ

へ
希
望
す
る
の
無
暴
を
往

々
に
し
て
爲
す

竜
の
で
あ

る
が
、
會
社
繁
榮
時
に
於
け
る
利
益

を
そ
れ
が
將
來
に
於
て
必
ず
彼
等
の
利
益

に

の
み
使
用

さ
れ

る
と
云

ふ
保
障
さ

へ
あ
れ
ば
そ
れ
を
會

社
に
留
保
す
る
こ
と
に
全
然
賛
成
し
な

い
も
の
で
は
な

い
(註
五
一
)。
唯

、
所
謂

一
時

的
株
主

の
み
は

之
に
満
足

し
得
な

い
の
で
あ

る
。

然

し
乍
ら
顧
み
る
に

斯
く

の
如
き

一
時
的
株
主
の
利
益

主
張
は

「
會
社
企
業
は
単
に

一
時
期
の
株
主
の
私
有
物

で
は
な
く
其
れ
は
將
來
の
株
主
、機
關
構
成
者

、從
業
員

、
労
働

者
、

會
社
債
権
者
に
対
し

密
接
な
る
利
害
関
係

を
有
す
る
の
み
に
止
ま
ら
ず
廣
く
公
衆
に
も
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
公

の
物

で
あ

る
」
(註
五
二
)
と
解
さ
れ

る
今
日
の
株
式
會
社
に
於
て
十
分
に
考
慮

さ
れ

る
に
値

し
な

い
種
類

の
も
の
と
言

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
更
に
進
ん
で
從
來
株
主
は
會
社
に
利
益

の
存
す
る
限
ウ
之
が
配
當
を
主
張

し
得

る
如
く
に
解
さ

れ
た
こ
と
は
改
め
ら
れ

る
可
く
、
株
主
の
利

己
的
利
益

の
如
き
は
斯

る
性
質
を
帯
有

す
る
に
至
つ
た
企
業
自
膿

の
利

盆

の
前
に
は

一
歩
譲

る
べ
き
も

の
と
解
す
る
。
而
も
會
社
計
算
書
類

に
利
益

の
表
示
さ
れ
て
ゐ
る
以
上

一
般
株
主
の

利
己
心
を
煽
り
、

一
時
的
株
主
に
乗
ぜ
ら
れ
る
惧
れ
が
あ
る
。
此
庭
に
於
て
之
を
株
主
よ
う
陰
蔽
し
て
、
結
局
に
於

て
健
全
な
る
株
主

の
i
n
 
t
h
e
 
l
o
n
g
 
r
u
n

に
於
け

る
利
益

を
守
り
、

直
接
に
は
企
業
自
膿

の
利
益

を
擁
護
す
る
こ
と



は
、
今
日
に
於
け
る
取
締
役
が
其

の
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
多
く

の
株
主
か
ら
無
條
件
的
に
信
託
さ
れ
、
更
に

公
の
物
と
し
て
の
会
社

の
忠
誠
な
公
史
的

な
責
務
を
負

は
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
鑑
み

る
時
、
或
る
程
度

の
利
益

陰
蔽

從

つ
て
秘
密
準
備
金

の
設
置

の
如
き
は
當
然
彼
に
許
容

さ
れ
π
裁
量
の
範
囲

内
に
属
す
る
も
の
と
思
惟
す
(註
五
三
)。

次
に
、
株
主

総
會

の
権
限
と

の
関
係

を
見

る
に
、
從
來
貸
借
対
照

表
は
株
主
総
會
が
決
定
す
る
も
の
に
し
て
、
取

締
役

の
提
出
す

る
所

の
も
の
は
其

の
議
案
に
過
ぎ
な

い
も
の
と
解

さ
れ
た
(註
五
四
)。
然
し
乍
ら
筆
者

は
此

の
黙
に
就

い
て
は
通
読
に
賛

し
難
く
、
却

つ
て
貸
借
対
照

表
は
取
締
役

の
決
定
す
る
所

で
あ

つ
て
商
法
第

一
九

二
條
第

一
項
の

株
主
総
會

の
承
認
は
同
條
第
二
項

の
公
告
そ
の
他
を
爲
す
前
提
要
件

の
み
と
解
す

る
。
蓋
し
貸
借
対
照

表
の
作
成
は

倉
肚
の
業
務
執
行
行
爲

の

一
に
し
て
、
而
も
そ
れ
が
取
締
役
た
る
以
上
卒
取
締
役
と
錐
も
常
務
取
締
役
其
の
他

に
委

譲
し
得
な

い
法
定
義
務
で
あ
る
(註
五
五
)。
故

に
濫
り
に
唯
株
主

総
會
が
会
社

の
最
高
機
關
力
る
の
理
由
を
以
て
共

の

梅
限
に
属

す
る
と
爲
す

こ
と
は
不
當

で
あ
う
、寧
ろ
株
主
総
會
は
斯

る
取
締
役
の
業
務
執
行
行
爲

の
適

法
不
適

法
、當

不
當
を
監
督
す
る
の
権
限
を
有
す
る
の
み
で
あ

る
と
解
す
る
。
然
ら
ざ
れ
ば

(
イ
)
商
法
第

一
九
〇
條
に
於
て
其

の

第

一
號
乃
至
第
四
號

に
は
何
等
議
案
と
規
定

せ
ざ
る
に
、
第
五
號

の
み
が

「
準
備
金
及

ヒ
利
益
叉

ハ
利
息

二
關

ス
ル

論
秦
」
と
規
定
し
て
区
別

し
て
ゐ
る
事
は

(註
五
六
)、

上
述

の
如
く
利
益

庭
分
は
最
も
株
主

の
利
害
関
係

の
存
す
る

所
な
る
爲
め
、
特
に
株
主

総
會

に
於

て
決
定
せ
し
め
ん
と
す
る
立
法
の
趣
旨
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
然
し
乍
ら
或

ひ

株
式
會
杜

に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
三
三
)

二
五



株
式
會
証

に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第

五
春

第

一
號

三
三
四

)

二
六

は
、
利
益

慮
分
が
株
主
総
會

の
專
厨
事
項
と
す
る
以
上
其

の
基
本
と
な
る
貸
借
対
照

表
そ
の
他

の
憂
更
権
が
當
然
株

主
総
會

に
な
け
れ
ば
な
ら
諏
と
論
じ
ら
れ
よ
う

(註
五
七
)。

併
し
、
筆
者

の
解
す
る
所
に
依
れ
ば
株
主
総
會

の
利
益

庭
分

の
対
象

と
な
る
利
益

は
貸
借
対
照

表
に
現
は
れ
允
利
益

の
み
に
止
ま
る
(註
五
八
)故
に
、
貸
借
対
照

表
の
決
定
從

つ
て
財
産
評
価

は
取
締
役
の
爲
す
所

で
、
株
主

総
會

は
其
の
業
務

の
監
督
機
關
た
る
黙
に
於
て
第

一
九

二
條

の
承
認

を
そ
れ
が

不
適
法
叉
は
不
當
な
る
限
う

(謎
五
九
)
拒
否
す
る
こ
と
を
得

る
の
み
で
、

自
ら
正
當
と
信
ず
る
貸
借
対
照

表
を
作
成
決
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
(註
六
〇
)、

更
に
法
交
上
貸
借
対
照

表
其
の
他

の
計
算
書
類
と
、
利
益

庭

分
を
区
別

す
る
も
の
と
し
て
、商
法
第
二
六
二
條

ノ
ニ
第
九
號
が
存

し
(
註
六
一
)
、
更
に
改
正
前
に
存

し
π
第

一
五
八
條

第

一
項

に
も

「
定
時
総
會

ハ
取
締
役

ヵ
提
出

シ
タ
ル
書
類

及

ヒ
監
査
役

ノ
報
告
書

ヲ
調
査

シ
且
利
益

叉

ハ
利

息
ノ
配

當
ヲ
決
議

ス
」
と
規
定
し
て
之
を
区
別

し
て
ゐ
た

(
謎
六
二
)
こ
と
等
に
依

つ
て
竜
叉
我
が

立
法
の
趣
旨
を
覗

ひ
得

る
。

(
ロ
)
衣

に
我
が
第

一
九
二
條

は
承
認
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
と
規
定
す
る
が
、

そ
れ
は
取
締
役

の
業
務
執
行
が
妥

當

で
あ

つ
陀
と
す
る
総
會

の
意
思
表
示
に
過
ぎ
ず

し
て
、
π
ま
ー

第

一
九
三
條
本
文
が
、
そ
れ

に
責
任
解
除

の
敷

果
を
附
加
し
遼
の
み

で
あ

る
(註
六
三
)。
(
ハ
、)更
に
、
蓮
読

の
如
く
貸
借
対
照

表
を
し
て
株
主
総
會

の
決
定
す
る
と
こ

ろ
と
し
、
取
締
役
は
之
が
議
案

の
み
を
提
出
す
る
者
と
す
れ
ば
、
其

の
議
案
の
鍵
更
に
は
取
締
役

の
同
意
を
要
す
る

と
す
る
如
き
規
定

の
な

い
現
行
法

の
下
で
は
、
株
主
総
會
は
そ
の
議
案

を
菱

更
し
、
殊
に
其

の
財
産
評
価

を
菱

へ
て



利
益

を
増
大
し
、
之
が
配
當

の
決
議
を
も
爲
し
得
る
で
あ
ら
う
。
而
も
我
が
商
法
は
そ
れ
に
依

つ
て
結
果
さ
れ

る
所
謂

蛸
配
當
に
対
し

て
は
取
締
役
を
刑
罰
に
慮
す
る
の
み

で
、
斯

る
決
議
を
爲
し
力
株
主

を
庭
罰
す
る
規
定
を
有

せ
ず

、

叉
そ
れ
が
立
法
技
術
上
不
可
能

と
さ
れ

る
(註
六
四
)。
更
に
第
二
六
二
條

ノ
ニ
第
九
號
に
依
う
計
算
書
類

に

「
記
載

ス

ヘ
キ
事
項
ヲ
記
載

セ
ス
叉

ハ
之

二
不
正
ノ
記
載

ヲ
爲

シ
タ
川
ト
キ
」
過
料
を
課
せ
ら
れ
る
の
も
取
締
役

で
あ

る
。
而

も
そ
れ
は
株
主

総
會

の
承
認
及
び
礎
更
の
有
無

に
依

つ
て
左
右
さ
れ

る
も

の
で
は
無

い
こ
と
論
を
侯
π
顧
。
斯
く
考

へ
來

る
と
き

は
取
締
役
に
貸
借
対
照

表
の
決
定
梅
が
あ
め
、

從

つ
て
詐
債

の

決
定
権
は
取
締
役

の
み
が

有
す
る
故

に
、
其

の
貸
借
対
照

表
を
作

る
に
際
し
て
設
置
さ
れ

る
秘
密
準
備
金

の
設
置
も
取
締
役

の
專
決
す
る
所
と
解
す
る
も

の
で
あ

る
。

更
に

一
歩
を
譲
う
計
算
書
類
決
定

の
権
限
が

一
切
株
主

総
會
に
專
屡
す
る
と
言
ふ
從
來
の
読
に
從
ふ
と
き
は
、
其

の
総
會

の
権
限
は
他

の
機
關
に
委
譲
す
る
こ
と
は
許
容

さ
れ
な

い
と
す

る
の
で
あ
る
が
(註
六
五
)、
法
律
が
総
會
に
專

属

せ
し
め
π
所
以
の
精
神

を
害
し
な

い
も
の
は
徒
ら
に
枝
葉
に
捉
は
れ
て
そ
れ
を
守
株
す
る
の
必
要
が
な

い
。
此

の

意
味

に
於

て
合
理
的
考
慮

の
範
囲
内

に
於
け
る
秘
密
準
備
金

の
設
置
の
限
う
に
於
て
は
、
利
益

配
當
請
求
椹

の
後
退

あ
う
と
す
る
以
上
、
そ
れ
を
守
る
尤
め
の
此
の
專
属
事
項
も
其

の
限
う
に
於
て
萎
縮
さ
れ
尤
も
の
と
解
し
得
る
の
で

は
な
か
ら
う
か
。
殊
に
そ
の
事

は
既
に
「
君
臨
す
れ
ど
も
政
治
せ
ざ
る
」
も

の
と
化
し
た
株
主

総
會

の
現
情
に
鑑
み
る

株
式
会
社

に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(高

田
)

(
第

五
巻

第

一
號

三
三
五
)

二
七



漁
W式

-曾
一瀞
胆に
於

け

る
秘

密

進
・備

金

(
肯同
田
)

(
第

五

巻

一第

一
.艦
一

一一ニ
ニ
山ハ
)

二
.八

と
き
更

で
あ
る
(註
六
六
)。

即
ち

、
筆
者
は
利
益

配
當
請
求
権
と

の
関
係

に
於

て
は
,秘
密
準
備
金

の
設
置
は
許
容
さ
れ
て
可
な
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
本
制
度
の
問
題
は
此
の
黙

の
み
に
止
懐
ら

楓
。

註
四
九

、

濁
に
於

て
は
多
く
同
國
商
法
第
一
二

三
條
及
び

二
七

一
條

の
問
題
と
し

て
論
ぜ
ら
れ
た
。

例

へ
ば

等

は
即
ち
利
益

配
當
請
求
椹

の
問
題

と
し
て
論
ず

る
も

の
で
あ

る
。
英
國

に
於

て
も
同
様
で
あ

る

倫
皿
(
註

三

一
)
。

所

掘
円
の
諸

著
参
照

)
。

我
が
國

の
學
者
も
、
多
く

は
然
り
、
卸
ち
竹

田
博

士
前
掲
論
文

、
法
論

二
十
巻

一
號
二
〇

四
頁
以
下
、
野
津
博

士
前
掲
書

三

一
九
頁
、

水

ロ
博

士
前
掲
論
文
、
法
律

論
叢
十

二
巷

一
號
、

二
號
、

三
號
。

註

玉
0
、
即
ち

投
機

株
主
は
本
來
的

に
は
利
益

配
當

を
目
標

と
す

る
も

の
で
は
な
く
、

そ

の
投
機
利
潤
を

主
眼
と
す

る
も

の
な
る

こ
と
は
論
を
侯

た
ぬ
。

融

五

一
、
勿
論

一
般

に
株
主
は
其

の
將
來

の
不
確
さ
と
、
そ

の
用
途

に
対
す

る
不
安

よ
り
、

一
慮

は
利
益

の
凡

て
を
要
求
す

る
で
あ
ら
う
が
、
野
津

R
osendorff,  Stille R

eserven ;

derselbe, B
etrachtungen zur B

ilanz / and D
ividendenpolitik u. s. w

. (M
onatsschrift f. H

R
. u. B

ankw
esen. X

X
V

I Jahrg. 

(1917) SS. 206-219, 221-232; A
. L

ew
in, a. a. 0; E

. Sontag, D
ie A

ktiengesellschaften in K
am

pfe zw
ischen M

acht 

and R
echt, 1918 S. 93 fg. ; Pinner, B

eitrage zum
 A

ktienrecht, S. 14fg. ; Sim
on, D

ie U
berw

alzung des R
iskos des 

A
ktienbesitzen seitens der A

ktionare auf die A
. G

. (L
eipziger Z

eitschrift, von 1913 S. 11) ; B
reit, U

berw
alzung des 

R
iskos u. s. w

. (L
eipziger Z

eitschrift von 1913 S. 337) ; Flechtheim
, E

ine w
ichtige kartellrechtliche E

ntscheidung 

(Juristische W
ochenschrift von 1916 S. 937) ; derselbe, Z
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eserven (L

eipziger Z
eitschrift X
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(1918) S. 8 fg..
(Palm

er's C
om

pany

L
ow

 14 ed. p. 242.. H
em

m
ant, T

he C
om

panies A
ct, 1929) , p. 366.



博
士
も
主
張
さ
れ

る
如
く
、
そ
れ
は
利
益

配
當
椹

を
害

す
る
が
如
き
も
街

そ
れ
だ
け
残
飴

財
産
を
噌
大
す

る
も

の
で
あ
る
か

ら
、
取
引
上
合
理
的
な

程
度
に
於

て
は
適
法
と
見

て
可
で
あ
ら
う

(
同
博

士
前
掲
書

三
二
〇
頁
)
。
街
利
益

配
當
請
求
権

は
固
有
権
で
あ

る
か
ど
う
か

の
鮎

に
關
し

て
も
、

竹

田
博
士
は
然
ら
ず

と
し
て
之
を
爲
し
得

る
こ
と
を
認

め
ら
れ

る

(
同
博
士
前
掲

論
文

二
〇
四
頁
)
。

唯
濁
に
於

て
は
商
法
第

一
=
二
條

後
段
に

於

て
株
主
は
法
律

又
は
定
款

に
よ

つ
て
除
外

さ
れ
ぬ
限
り
利
益

の
配
當
を
求

め
る
請
求
権
を
有
す

る
旨
を
規
定

す
る
た
め
、

其
等

に
依
ら
ぬ
秘
密

積
立

は
凡

て
違
法
と
し

て
、
同
法

第
二
七

一
條

に
從

ひ

株
主
が
其

の
取
消

を
訴

へ
得

る
も

の
と
す

る
を
通
説

と
す
る
に
拘
ら
ず

法
典

の
文
字
は
如
何
に
も
せ
よ

一
般
経
済

生
活

の
利
益

又
は
會
就
内
部

の
基
礎
を
輩
固
な
ら
し
め
る

必
要

の
前
に
は
各
株

主

の
権
利

の
如
き
は
之

を
顧
慮
す

べ
き
で

は
な
く
、
會

批

の
業
務
當
局
は
適
當
な
裁

量
を
以
て
積
立

の
如
何
を

決

す
る
こ
と
が
出
來

ね
ば
な
ら
ぬ

と
し
株
主

は
こ
れ
を
争

ひ
得
ず

と
す

る
も

の
が
あ

る

註

五
二
、

田
中
博

士
前
掲
論
丈
、
法
協
四

八
巻

一
號

八
八
頁
。

註

五

三
、

か

ん
と

す

る

も

の
に

に
關
し
て
は

が
あ

る
。

術

而
し

て
其

の
適
當

な
る
限
界
を

F
に

置

参
照
。
又
利
益

の
會
社
内

に
於

け

る
留
保

に
対
し

て
は
社
債
権
者

、
會

社

の
機
關
盤
等

は
利
益

便
宜

こ
そ
受
け
、
不
利
益

を
受
け
な

い
故
に

ご
」
に
は
詳
論
を
省
く
。

勿

論
此

の
秘
密
積
立

金

の
許
容
に
も
自
ら
限
度

が
あ
り
、
不
當
な

る
利
益

の
陰
匿
は
或

ひ
は
粉
法
違

反
と
な
り
、

然
ら
ず
と
す

る
も
不
正
な
る

利
益

配
當
橿

の
侵
害
は
株
主

の
取
消
権

の
対
象

と
な

る
こ
と
は
、

濁
帝
國
裁
判
所

の
諸
判
例

の
明

示
す

る
所
で
あ
ス

)が
我
國

で
は
後
述
す
る
如
き
理
由
で
、
決
議

の
無
敷
確
認
の
訴

の
目
的

と
な

る
も

の

で

あ

る
。

註
五
四

、
濁

に
於
け

る
剣
例
學
説

は
殆

ん
ど
「
議
案
」
と
す
る
も
の
エ
如
し
。
例

へ
ば

株
式
會
社

に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
三
七
)

二
九

 (R
osendorff,
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株
式
會
社

に
於

け
る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
三
八
)

三
〇

 
1
 
 
a
 
ｧ
 
2
6
0

は
凡

て
貸
借
対
照

表

の
決
定

は
株
主
縛
會

が
な
す
と
す
る
。
唯
濁

の
舊
法
時

に
於

て
之
に
反
対

す
る
も

の
に
R
i
t
t
e
r
,
 
K
o
m
m
e
n
t
a
r

z
.
 
H
G
B
.
 
(
1
9
1
0
 
)
A
n
m
.
 
1
 
z
u
 
}
 
2
6
0
 
(
S
.
 
3
2
3
)
.

が
あ

つ
て
曰
く
、
貸
借
対
照

表

は
會

社
機
關

た
る
理
事
者
及
び
株
主
総
會

に
依

つ
て
決
定
さ

れ

る
。
而
し

て
損
盆
計
算
書

は
理
事
者

の
み
に
團

し
、
唯
総
會
は
之
に
反
対
し

得

る
の
み
で
あ

る
が
、

之

に
対
し

て
利
益
分
配

は
株
主
総
會

の
み

に
属
し
理
事
者
は
之

が
提
案
を
爲

し
得

る
の
み
で
あ

る
。
之
等

に
反
し

て
貸
借
対
照

表
は
普
通

は

理
事
者

の
側
か
ら
之

が
提
出

が
あ
り
、
総

會

の

側

に
之

が
承
認

(
G
e
n
e
h
m
i
g
u
n
g

)

が
あ

つ
て
成
立

す
る
。
即

ち
総
會
は
貸
借
対
照

表

が
利
益

配
當

の
基
礎

を
形
成

す
る
限

り
で
、

理
事
者
は

そ

の
計
算
及
び
高

牧
盆
の
支
払

に
対
し

て
會
社
債
権
者

に
責
任

を
負
指
す

る
限
り

に
於

て
、

此
の
雨
機
關

の
關
與
が
必
要
だ
と
す
る
。
更

に
総
會

は

提
田

さ
れ
た
貸
借
対
照

表

の
荒
探

し
之
が
憂
更

を
決
定

し
得

る

(
R
G
.
 
1
5
,
 
9
9

)。

唯
だ

そ
の
憂

更
は
理
事
者

の
同
意

(
Z
u
s
t
i
m
m
u
n
g

)
を
要
す

る

も

の
と
す

る
。
彼

の
見
解

に
は
傾
聴
す

べ
き
幾
多

の
も

の
を
見
田
す
も
伺
本
文

の
如
き
理
由
に
よ
り
之

を
採
ら
ず
。

又
、
我
が
國

に
於

け

る
通
説

も
之

を
議
案
又
は
草
案

と
解

す
る
。
例

へ
ば
、
岡
野
博

士

「
会
社
法
」

四
五
八
頁

及
び
四
五
九
頁
。

竹
田
博

士
、

前
掲
論
文

二
〇
五
頁
。
片
山
博
士

「
株
式
会
社

法
論
」

八
七
五
頁

。

註

五
五
、
昭
和

八
年
二
月
十

四
日
、
大
審
院
判
決

(
民
集
十

二
巻
四

三
七
頁
)

ハ

「
会
社
ノ
定
欺

ヲ
以

テ

取
締
役

申
會
社

ノ
業
務

ヲ
專
決
執

行

ス

ヘ

キ
者

ヲ
定

メ
タ
ル
ト
キ

ト
錐

モ
其

ノ
飴

ノ
所
謂
平
取
締
役

は
商
法
第

二
十
六
條

第
百
九
十
條

第
百
九
十

一
條

二
依

り
眞
實

ノ
記
載

ア
ル
財
産
目
録

貸
借
対
照

表

ヲ
監
査
役

二
提

田

ス

ヘ
キ
責
務

ヲ
免

ル

ヘ
キ

モ
ノ

ニ
非

ス
蓋

シ
右
定

欺

ノ
規
定

ハ
数
人

ノ

取
締
役

相
互
ノ
内
部

二
於

ケ
ル
事
務

分
配

ヲ
定

メ
タ

ル

ニ
過

キ
ス
シ
テ
取
締
役

力
法
律

ノ
特
別
規
定

二
基

キ
其

ノ
賓
格
於

テ
會
社

二
封

シ

負
憺

セ
ル
責

務

ヲ
免

レ
シ

ム
ル
モ
ノ

ニ
非
」

ず
と

す

る
。
樹
拙
稿
前
掲

、
法
政
研
究

四
巷

一
號

二
五
九
頁
参
照
。

註

五
六
、
術
清
算
人

の
権

限
義
務

に
關
す

る
商
法
第

二
二
七
條

二
二
七
條

ノ
ニ
に
も

一
九
〇
條

と
同
様

に
貸
借
対
照

表
と
規
定

し

て
そ
の
議
案
た

る

立
法
趣
旨
を
襲
見
し
得
ず
。

註
五

七
、
上
述

(
註
五
四
)
所
掲

の
議
案
説
を
取

る
も
の
及
び
R
i
t
t
e
r
.
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
3
2
3
.



註
五
八
、
前
掲

(
註
六
)
参
照

。
絢
不
用
意

に
で
は
あ

る
が
、

か

」
る
語
を
な
さ
れ
る
も
の
少
な
か
ら
ず
。
例

へ
ば
、
片
山
博
士
前
掲
書

八
四
四
頁

以
下
及
び

八
七
五
頁
以
下
、
田
中
博

士
前
掲
書
五
四
三
頁

と
五
二
七
頁
以
下
、
岡
野
博

士

「
會
社
法
」

四
八

八
頁

と

四
五

八
頁
以
下
と
を
対
照

参

照

。
更

に
、
我

が

商
法
は
何
等
貸
借
対
照

表

の
形
式

を
規
定

せ
ず
、
又
實
際

の
慣
行
に
よ
る
貸
借
対
照

表
は
利
益

虚
分
案

の
墾
更
に
よ
り
て
通
常

は
変
更

さ
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
の
封
螺
表
上

の
利
益

の
配
分

に
止
ま

る
(
橋
本
良
平
氏

「
株
式
會
砒
實
務
誌
」
四
二
四
頁
以
下
。
林
良
吉

氏

「
會

計

及
ビ
貸
借
対
照

表
」

二
五
三
頁
以
下
参
照

)。

註

五
九

、

そ
れ
、
が
た

め

に
臨監
査
一役

の
報

出口

一
八
三
條

一
九
〇
鋒

が
あ
り
、
又
総
會

が
検
査
役
を
選
任
し
得

る
(
一
九
八
條

)。

註

六
〇
、
濁

の
帝
國
識
判
所
の
判
例
は
漸
次
之

を
認
め
る
に
至

つ
た

こ
と
は
後
述

す
る
所
で
あ

る
が
、
我
國

で
は
こ
れ
を
採
り
得
ず
。

樹
瑞
酉
債
務

法
改

正
案
第

六
六
四
條

参
照
。

註
六

一
、
商
法

の
改
正
要
綱
第

二
〇
六
も
、

罰
則
規
定

に

つ
き
現
行
法
二
六
二
條

ノ
ニ
の
九
號
と
規
定
態
様
を
愛

へ
ず
、
叉
同
改

正
要
綱

に
は
現
行

法
第
二

九
〇
條

を
改
正
す
べ
き

こ
と
は
毫
も
掲
げ
ら
れ

て
な

い
。

註
六

二
・
現
行
法
が
そ

の
第

一
五
八
條

を
創
除

し
た
理
由
は
、
同
條

の
此
塵

に
掲
田
し
た
文
字

の
不
當

な
り
し
た

め
で
は

毫
も

な
く
、

そ
れ
は

「
定

時
総
會

に
於

て
決
議
す

る
こ
と
を
得

べ
き
事
項
は
必
し
も
是
に
規
定
し
た

る
に

止
ま
ざ

る
こ
と
を

明
に
す

る
」

た
め
で
あ

つ
た

(
法
律
新
聞
胤
編

改
正
商
法

理
由

一
五
九
頁
。
術

松
本
博
士

「
商
法
改
正
法
評
論
」
六

三
頁
及
び
毛
戸
博

士
「
商
報
改
正
法
評
論
」
四
八
頁
参
照
。

註
六
一『

此
の
貼

に
關
し

て
濁

の
現
行
法
は
改
正
前

に
は
其
第

二
六
〇
條

に
D
i
e
 
G
e
n
e
r
a
l
v
e
r
s
a
m
m
l
u
n
g
 
b
e
s
c
h
l
i
e
s
z
t
 
u
b
e
r
 
d
i
e
 
G
e
n
e
h
m
-

i
g
u
n
g
 
d
e
r
 
 
J
a
h
r
e
s
b
i
l
a
n
z
"

と
あ

つ
た
の
を
不
可
と
し

て
D
i
e
 
G
e
n
e
r
a
l
v
e
r
s
a
m
m
l
u
n
g
 
b
e
s
c
h
l
i
e
s
z
t
 
u
b
e
r
 
d
i
e
 
J
a
h
r
e
s
b
i
l
a
n
z
"

と
し
て
承

認

の
決
講
で
は
な
く
、
貸
借
対
照

表
自
體

の
決
定

を
な
す

の
で
あ

る
と
す
る
。
散

に
濁

の
通
説
は

一
癒
首
肯
で
き

る
が

(
S
t
a
u
b
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
4
9
9
.

)

我

が
國
で

は
斯

る
沿
革

な
き
は
勿
論
、
舊
法

も
現
行
法

と
同
じ
く
解

さ
れ
る
規
定
を
有

し
た

こ
と
既
蓮

の
如
く

で
あ

る
。

省
田
中
博

士

「
層
訂
概

論
」

五

二
八
頁
以
下
に
も

承
認
は
其

の
書
類

の
正
當
な

る
こ
と
を
認
む

る
総
會

の
決
議

に
す
ぎ
な

い
と
言
は
る
エ
の
み
で
あ

る
。

株
式
会
社

に
於
け

る
秘
密

準
備

金

(
高
田
)

(
第
五
巷

第

一
號

三
三
九
)

一二



株
式
會
敵

に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
四
〇
)

三
二

註
六
四
、
拙
稿

「
ア
ル
ノ
ル
ド
・
リ
ビ
シ

ュ
「
肚
團
内
部
法
の
語
問

題
」
法
政
研
究
四
巻

一
號

二
五
八
頁
。
「
自
己
株
取
得
禁
止
制
度
並
其
違
反
行
爲

の

効
力

」

法
文
論
叢
十

六
號

三
八
頁
。

街
貸
借
対
照

表

の
不
實

記
載
、
不
正

の
公
示
等

に
対
す

る
刑
事
的
制
裁

に
關
し

て
は

更

に
猫

に
付

い
て
は

に
於

て
そ

の
設
置

の
場
合
及
び
解
消

の
場
合

の
刑
事
的
責

任
を
詳
論

す

る
。

術

註
六
五
、
そ
れ
を
他

の
機
關

に
委
譲

す
る
こ
と
を
許
さ
ず

と
解
す

る
も

の
に

岡
野
博
士

前
書
掲

四
五
九
頁
。

然

し
反
対

説

も

あ

る
。

例

へ
ば

け
れ
ど
も
そ
れ
は
監
査
役

に
対
す

る
委
譲
を
あ

る
が
、

是
れ
稠

の
監
査
役

制
度

の
特
質

に
基
く
も

の
で
あ

つ
て

我
國
で
は
採
り
得
な

い
所

で
あ

る
。

誰
六
六
、
然
し
乍
ら
秘
密
準
備
金
が
あ
る
も
、
そ
れ
を
包
含

す
る
貸
借
対
照

表

其
他
の
計
算
書
類

は
株
主
総
會

に
提
田

さ
れ

承
認
あ
り
た

る
散
に
、

此

の
準
備
金
の
承
認
あ
り
た
り
と
す

る
見
解

(
水

口
博

士
前
掲
論
文

三
號
九
頁
)
に
は
賛
し
か
ね
る
。
勿
論
そ
れ
は
株
主
総
會

の
計
算
書
類
承
認

の
効
力

の
及

ぶ
範
囲

に
關
す

る
學
説
の

い
つ
れ
を
と

る
か
に
よ
り

て
異

な
る
べ
き
も

の
で
あ

る
が
こ
」
で

は
詳
論
を
さ
け

る
。

第
二
に
、
秘
密
準
備
金
の
許
容
を
貸
借
対
照

表
眞
實

の
原
則

一

が

あ

る

(
註
六
七
)
。

か
ら
拒
否
す
る
者

は
此
原
則
は

(
イ
)
眞
正
な
名
稻
を
附
し
た
眞
正
な
實
膿
を
以
て
貸
借
対
照
表
上
の
項
目

C
harpentier et H

am
elin, op. cit., p. 448 et suiv.,

R
osendorff, neue deutsche A

R
. S. 245 fg..

V
gl. R

. G
. St. B

d. 61 S. 275; B
d. 62 S. 358.

(Staub, H
G

B
. 14 A

  ufl. A
nm

. 1 a. f 260 ; R
osendorff,

Stille R
eserven S. 36 ; sow

ie B
etrachtungen S. 57 ; L

ehm
ann, L

ehrb. 36 A
nm

. 3 ; Pinner, B
eitrage S. 14; B

rodm
ann,

A
R

. A
nm

. 5 zu b 246 and A
nm

. 1 zu ¢ 260.

Frechtheim
, D

ie Satzungsm
assige B

efugnis A
ufsichtrats zur Festsetzung von A

bschreibungen

and R
iicklagen (B

ank A
rchiv. X

V
I. S. 371 fg.; derselbe, Z

ur Frage der Stillen R
eserven, L

eipziger Z
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.

X
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(Prinzips der B
ilanzw

ahrheit)

R
ehm



と
す
る
こ
と
。
(
"
)
総
て
の
現
存
す

る
積
極
的
及
清
極
的
財
産
構
成
部
分
を
悉
く
網
羅
す
る
こ
と
、

即
ち
貸
借
野

照
表
完
全
の
原
則

(
V
o
l
l
s
t
a
n
d
i
g
k
e
i
t
 
d
e
r
 
B
i
l
a
n
z
e
n

)
。
(
ハ
)
各
個

の
積
極
的
及
消
極
的
財
産
に
實
在

の
価
値

を
附

す
る
こ
と
、

從

つ
て
假
装
的
価
値

即
ち
將
來
の
価
値

叉
は
過
去
の
価
値

を

附
せ
ざ
る
こ
と
の

三
ケ
の
原
則
を
含

む

と
す
る

(註
六
八
)。

其
の
中
最
も
問
題
と
な
る
も
の
は
最
後
の
に
し
て
會
計
學
者
の
所
謂
貸
借
対
照

表
価
値

論
に
關

し
、從
來
是
れ
に
就
き
絶
対

的
眞
正
と
相
対
的

眞

正
と
を
区
別

し
、
本
原
則

の
要
求
す
る
所
は
そ
の
軌
れ
で
あ
る
か
論

孚
が
存

し
た

(註
六
九
)
。

筆
者
は
S
i
m
o
n
及

び
D
i
c
k
i
n
s
o
n

等
と
共
に
後
者
を
採
り
た

い
。

蓋
し
其
眞
實
性
の

要
求
の
趣
旨
は
主
と
し
て
株
主
叉
は
會
社
債
権
者
乃
至
取
引
社
會
を
害
す
る
場
合

殊
に
會
社
財
政
を
實
在
以
上
に
良

好
と
表
示
す

る
事

の
防
止
に
あ
う
、
秘
密
準
備
金
の
設
置

の
如
き
は
共

の
主
た
る
立
法
趣
旨
に
反
し
な

い
。
且

つ
猫

商
法
四
〇
條

、
二
六

一
條
及
び
我
商
法
二
六
條
は
共
に
時
価

以
上

の
評
価

を
許
容

せ
ず

、
而
も
之
が
違
反
に
は
罰
則

を
以

て
臨
む
-濁

商

、

三

一
四
條
.

'口
H商

、

二

山ハ
ニ
條

に
拘
ら
ず
、
時
価

以
下
の
評
価

記
載
は
特
別
に
之
を
禁
じ
な

い
(註
七
一
)。
元
來
評
価

の

目
的
が
異
な
る
に
從

ひ
共
の
標
準

も
異
な
る
可
き

こ
と
は
當
然
で
、
例

へ
ば
債
権
者
保
護
の
目
的

の
評
価

と
、
株
主

の
利
益

を
主
と
す
る
評
価

と
、
企
業
自
膿

の
健
全
な
る
存
続

磯
展
を
主
目
的
と
し
た
場
合

と
は
自
ら
異
な
る
べ
く
、

而
も
之
等
凡
て
を
調
和
統

一
す
る
こ
と
不
能
な
る
と
き
、
我

々
は
今
日
の
状
勢
に
於

て
は
最
後
の
も
の
を
強
調
す
べ

き
で
は
な

い
か
と
考

へ
る
(註
七
二
)。
然

る
と
き
は
合
理
的
に
し
て
適
當
な
う
と
さ
れ

る
程
度

の
秘
密
準
備
金

の
設
置

株
式
會
社

に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
四

一
)

三
三



株
式

會
社
に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
四
二
)

三
四

の
如
き
は
敢
て
貸
借
対
照

表
眞
實

の
原
則
違
反
と
爲
す
は
當
ら
な

い
(註
七
三
)。

註

六

七

、

後

者

は
瑞
西
法

の
下
で
は
過
小
詳
慣
は
定
欺

に
規
定
あ

る
か
叉
は
全
員

一
致

に
あ
ら
ざ

る
限
り
、
単
な
る
多
数

決
を
以

て
す

る
も

の
は

株

主

の
取
潰

を
免
れ
ぬ
と
す

る
。
街
同
檬

の
見
解
を
採

る
も
の
に

あ
り
。
荷
本
原
期

に
關
す

る
法
律
的
文
献

に
は

我
が
國

で
は
、
田
中
博
士
「
智

訂
概
論
」
五
四
九
頁
は
、

一
つ
に
は
本
原
則

よ
り
し

て
商

法

二
六
條
は
時
価

以
下
の
評
価

を
適
法
と
す

る
も

の
に
あ
ら
ざ

る
こ
と

エ
、
他

は

株
式
会
社

の
公
示
原
則

よ
り
秘
密
準
備
金
違
法
説

を
採
用

さ
る
。

註

六

八

、

註

六
九
、
即
ち
絶
対

的
眞

正
と
は
所
謂
賞

際

の
眞

正
で
あ

つ
て
屓
正
価
値

(
ユ
O
村
≦
昌
H
O
ぐ
『
O
同け
)
智
ハ在
価
値

(
傷
Φ
H
Hω
薯
o
詳
)
を
以

て
詳
債

し
た
貸

借
対
照

表

の
眞
正
で
あ

り
、

之

に
対
し

て
相
対
的

眞

正
と
は
法
律
規
定
殊

に
財
産
評
価

に
關

す

る
規
定

に
準
嫁
し

て
作
製

せ
れ
た
適
法
な

る
貸
借

対
照

表

の
眞
正
即
ち
貸
借
対
照

表

の
適
法
な
る

こ
と
で
あ

る
。

註

七

〇

、

「
貸
借
対
照

表

の
眞

正
と
は
名
誉

を
重
ん
ず

る
商
人
が
常

に
到
達

せ
む
と
す

る
處
正
で
あ

る
」

と
云

ひ
、

が

「
貸
借
対
照

表

は
事
實
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

一
般

に
要
求
さ
れ

て
居

る
が
、
嚴
格
な

る
意
味
に
於

て
此
の
こ

と
は
想
像
し
得
ら
れ

る
如
何
な
る
場
合

に
於

て
も
決

し
て
可
能
で
は
な

い
o
貸
借
対
照

表

は
僅
に
事
貴

の
近
似

で
あ
り
得

る
に
過
ぎ
ず
o
而
し

て
其

Fischer,  B
uchfiihrung u. B

ilanzanfstellung nach H
andelsrecht, 1913 SS. 77 fg., 80 ; Preisig, a. a. O

. S. 173.

A
. L

ew
in a. a. O

. SS. 12-20. A
m

iad, D
es com

ptes des reserve dans les societes
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.° 49 et suiv., 162 et suiv. ; R

unkel-L
angsdorff. D

ie B
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ahrheit and B
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A
ktienrecht, (Jhring J. B
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d. 52) SS. 209 fg..

N
eukam
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er D

ogm
a von der

„B
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esam
te H

R
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O
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nm
. 2 a fg.f 260 b.

R
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m
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D
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の
近
似

の
程
度
は
推

算
を
行

ふ
技

巧
と
正
確
と
に
よ

る
も

の
で
あ
る
」
と
す

る
の
は

こ
の
間

の
滑
息
を
傳

へ
得

て
余
り

あ
る
。
街

日

野
津
博
士

前
掲

書
二
八
八
頁
、

上
野
博
士

「
貸
借
対
照

表
論
」

一
一

六
頁

。

註

七

一
、
瑞
西
債
務

法
も
第

六
五
六
條
第

二
、
三
項
は
各
種
財
産

に
附
し
得

ぺ
き
価
額

の
最
高
額

を
定

め
る
の
み
で
あ

る
が
、
第

一
項

に
貸
借
対
照

表

は
株
主

が
会
社

の
眞

の
財
産
状
態

を

一
覧
し
得

る
た

め
に
明
瞭
に
し
て
見
通

し
得

る
や
う
に
作
成

す
る
を
要
す

と
す

る

鮎
よ
り
過
小
評
価

は
総

會

の
多
数
決
で
は
許
さ
ず
と
す

る
も
の
も
あ

る
が

適
法

な
り

と
す

る
、
又
英
國
に
於

で
も

V同
國

の
判
例
は
寧

ろ
濁

の
裁
判
例

に
徽

ひ
、
合
理
的
な
る
過
小
詳
慣
を

事
件
以
來
認

め
ら
れ

る
所

で
あ
る

我

が
國

で
は
松
本
博

士

「
商
法
縁
論
」

三
二

一
頁
、
田
中
誠

二
氏

「
全
訂
會
胱
法
提
要
」

二
六
八
頁
、

片
山
博
士
前
掲
書

八
四

四
頁
、
反
対

田
中

博

士
前
掲
書

五
四

九
頁
、
街

竹
田
博

士
は
稽
異
な
り
た

る
読

を
爲

さ
れ

る

(
前
掲
論
文
二
〇
四
頁

)。

.
は

こ
れ

を

所

謂

め

問
題

と
し

て
貸

借
対
照

表

に
眞

正
を
記
載
せ
な

い
こ
と
が
、
其

の
當
時
其

の
経
済

社
會

に
於

に
反
す

る
も

の
は
不

可
で
あ

る
が
、
適
當
な

る
將

來

の
用
意

の
爲

に
す

る
も

の
で
あ
れ
ば
可

な
り
と
す

る

参

照

。

然
し

こ
れ
も
上
蓮

の
利
益

群
に
照
磨
し

て
考

察
さ
れ
る
べ
く
、
本
原
則

の
主
張
及
び
次

の
公
示
主
義

の
主
張

の
必
要
は
、

一
般
株
主
及
び
取
引

社
會

に
存
し

て
、
企
業
者
株
主
会
社

機
關
髄
等

は
之
と
反
対

の
立
場

に
立

っ
。

散
に
法
律

は
前
者
を
保
護
す

る
の
は
當
然
で
あ

る
が
上
蓮

の
如
き

理
由

に
て
伺
秘
密
準
備
金

の
場
合

は

こ
の
限
り
に
あ
ら
ず

と
す

る
も
の
で
あ

る
。

更
に
、

上
述
の
貸
借
対
照
表
眞
實

の
原
則
と
關
聯
し
て
、

所
謂
貸
借
対
照
表
明
瞭
の
原
則

株
式
会
社

に
於

け
る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巷

第

一
號

三
四

三
)

三
五

H
achenburg,

G
m

bH
. A

nm
. 9. f  42  ; G

. R
oche, op. cit. p. 19 et suiv..

(Preisig, a. a. O
. S. 173. )
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株
式
會
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
里

(第
五
巻

第
郵

三
四
四
)

三
六

B
i
l
a
n
z
k
l
a
r
h
e
i
t

)
、
更
に
は
株
式
會
社
に
於
て
特
に
高
調
さ
れ

る

公
示

の
原
則

(
G
r
u
n
d
s
a
t
z
 
d
e
r
 
P
u
b
l
i
z
i
t
a
t

)
か
ら
し

て
秘
密
準
備
金
を
許
容

せ
ず
と
す
る
者
が
あ
る
(註
七
四
)。
抑
も
貸
借
対
照

表
が
企
業
の
財
政
状
態

の
明
瞭
な
表
示

で

な
け
れ
ば
な
ら
楓
故
に
、
之
に
不
明
瞭
な
名
稻
を
其

の
項
目
に
附
す
る
が
如
き

こ
と
等
は
其

の
本
質
に
反
す
る
が

、

唯
其

の
明
瞭

の
標
準
を
何
腱
に
置
く

か
に
關

し
て
G
e
r
s
t
n
e
r

は

「
貸
借
対
照

表
は
客
観
的
に
明
瞭

で
あ
る
事
を
要

し

客
観
的
明
瞭
と
は
軍
に
専
門
家
即
ち
商
人
、
會
計
士
、
法
律
家
、
経
済

學
者
が
大
な
る
困
難
な
し
に
貸
借
対
照

表

の

表
示
す

る
財
政
状
態
を
了
解
し
得
る
程
度

を
以

て
十
分
と
せ
ず
、
各
種
の
利
害
関
係

人
殊
に
其
會
社

の
株
主
が
之
を

了
解
し
得
る
程
度

の
明
瞭
を
必
要
と
す
る
」
と
し
(註
七
五
)。
叉
、
瑞
西
債
務
法
第

六
五
六
條
も

「
貸
借
対
照

表

ハ
株

主

力
之

二
依

ツ
テ
會
社

ノ
實
際

ノ
財
産
状
態
ヲ
出
來

〃
限

り
正
確

二
了
解

シ
得

〃
如

ク
明
瞭

二
作
成

ス
ア
ヲ
要

ス
」

と
す
る
(註
七
六
)。
併

し
乍
ら
筆
者
は
之
と
反
対

に
貸
借
対
照

表
は
必
ず
し
も
素
人
た
る
株
主
に
理
解
し
得
る
も
の
た

る
を
要
せ
ず
と
解
す
る
も

の
で
あ
る
。
蓋

し
、
貸
借
対
照

表
は
秩
序
あ
る
簿
記

の
原
理
に
基

い
て
作
成
さ
れ
る
も

の

で
あ

る
か
ら
、
簿
記

の
知
識
を
映
く
株
主
に
容
易
に
了
解
し
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く

、
若

し
そ
れ
が
可
能
な
わ
と

す
る
も
、
そ
れ
が
爲
に
會
社

の
負
憺

す
る
犠
牲

、
殊
に
其

の
営
業

秘
密

㊨
曝
露
に
依
る
損
害

を
償
ふ
べ
く
も
な

い
で

あ
ら
う
。
即
ち
、

「
企
業

の
立
瘍
よ
今
す
る
貸
借
対
照

表
」
(註
七
七
)
に
於
て
は
目
然

、
株
主
及
び
會

社
債
権
者
の
側

か
ら
す
る
公
示
の
要
求
は
其

の
好
む
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
縮
少
さ
れ
る

一
面

の
存
す
る
こ
と
を
認
め
る
も

の
で
あ

る



(
註
七
八
)。

註

七
四
、
田
中
博
士

前
褐
書

五
四
九
頁
、
街

三
〇
四
頁
以
下
参

照
。
全
博
士

前
掲
論

丈

法
協
四

八
巻

一
號
六

八
頁
以
下

及

び
八
七
頁
。
術
前
掲

(
註
六
七
)
所
載
文
献
及
び
K
l
a
u
s
i
n
g
,
 
R
e
f
o
r
m
 
d
e
r
 
A
k
t
i
e
n
r
e
c
h
t
,
 
S
.
 
 
1
1
9
 
 
;
 
J
.
 
G
.
 
E
g
g
e
r
,
 
D
e
r
 
D
i
v
i
d
e
n
d
e
n
b
e
z
u
g
s
r
e
c
h
t
 
d
e
s

A
k
t
i
o
n
a
r
s
 
S
.
 
1
7
3
.

参
照
。

註
七
五
、
P
.
 
G
e
r
s
t
n
e
r
,
 
B
i
l
a
n
z
 
A
n
a
l
y
s
e
 
8
 
A
u
f
l
.
 
1
9
2
5
.
 
S
.
 
5
2
 
f
g
.

野
津
博

士

前
掲
書

二
八
九
頁
。

註

七
六
、
我
が
國

の
商
法
改

正
要
綱
第

=
二
三
も
之
等

の
諸

傾
向

に
從

ひ

「
財
産
目
録
貸
借
対
照

表
及

ヒ

損
盆
計
算
書

ハ
命
令

ヲ
以
テ
定

ム
ル
様
式

ヲ
準
備
」

せ
し

め
る
こ
と
に
よ
り
此
の
公
示
主
義

を
確
保

せ
ん
と
し
て
居

る
が
、

筆
者

は
街
本
文

の
如

き
疑
問
を
有

す

る
も
の
で
あ

る
。
樹
後
蓮

参
照
。

註

七
七
、
W
.
 
O
s
b
a
h
r
.
 
a
.
 
a
.
 
O
.
 
S
.
 
1
1
5
f
g
.
 
;
 
G
r
o
s
s
m
a
n
n
,
 
a
.
 
a
.
 
O
.

註

七
八
、
現
在

の
諸
会
社

の
計
算
書
類

の
獲
表

の
程
度
を
以

て
し
て
も
樹
專
門
家

に
依
れ
ば

其

の
秘
密
準
備
金

の
推
算
が
可
能

な
り
と
さ
れ

る
。
例

へ
ば
渡
邊
鐵
藏
氏

「
秘
密
積

立
金

の
推
算
」

國
家
學
會
雑

誌
三
二
巻

六
號

一
頁
以
下

(
殊
に
七
頁

以
下
に
詳
論
あ
り
、

十

一
頁

以
下
に
は
日

銀
、

働
銀
、
正
金
、
第

一
の
諸
銀
行
に
付

き
て
の
具
體
的

表

示
が
あ

る
)
。
侮
同
論
丈

に
対
し

て
池
田
龍
藏

氏

(
三
田
學
・曾
雑

誌
十
二
巷
七
號
)
及
び

中

村

茂
男
氏

(會

計
三
巷

四
號
)
の
批
評

が
あ
り
、
更

に
渡
邊

氏
の
回
答

(
國
家
學
會

三
三
巻

一
號

、
二
號
、

三
號
、

四
號
所
載

)
が
あ
る
も
、
要

す

る
に
其

の
正
確
性

の
如
何
及

び
其

の
材
料
に
対
す

る
異
論

が
あ

る
が
之
を
推
算
し
得

る
こ
と
は
凡

て
認
め
る
所
で
あ

る
。

更

に

上

述

し

た

所

に

關

し

て

株

主

の

質

問

権

(
F
r
a
g
e
r
e
c
h
t

)

と

、

理

事

機

關

の

報

告

義

務

(
A
u
s
k
u
n
f
t
s
p
f
l
i
c
h
t

)
と

の
関
係

が

問

題

と

な

る

(
註

七
九
)
。

株

主

の

議

決

権

が

所

謂

固

有

権

(
S
o
n
d
e
r
r
e
c
h
t

)

と

解

さ

れ

、

而

し

て

株

主

の

質

問

権

は

或

ひ

は

総

會

に

於

て

議

決

権

を

行

使

す

る

こ

と

に

當

然

包

含

さ

れ

た

梅

利

と

解

さ

れ

る

が

、

寧

ろ

法

律

上

株
式
會

社
に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第

五
巷

第

一
號

三
四
五
)

三
七



株
式
會
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巷

第
一
號

三
四
六
)

三
八

の
企
業
所
有
者
た
る
株
主
に
、
其

の
企
業
参
輿
從

つ
て
企
業
危
険

を
負
憺
す
る
故
に
與

へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
、
理

事
機
關

の
報
告
義
務
は
企
業
輕
螢
の
内
容
實
績
を
之
が

信
託
者
た
る
株
主
に
報
告
す
べ
き

こ
と
に
か
＼
る
(註
八
〇
)。

故
に
原
則
と
し
て
総
會
に
於
け
る
議
決
権
あ
る
事
項
に
限
ら
ず
廣
く
會
社
事
業

の
全
般
に
亘
る
も
の
で
あ

る
。
故

に

秘
密
準
備
金
の
貸
借
対
照

表
上
の
地
位
如
何
に
拘
ら
ず

、
叉
総
會

の
決
議
事
項
た
る
と
解
す
る
と
否

に
拘
ら
ず
、

一

鷹

は
株
主
に
質
問
権
あ
う
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

然

し
乍
ら
此

の
株
主

の
質
問
に
対
す

る
取
締
役

の
回
答
説
明

の
義
務
は
個
人
た
る
株
主
封
取
締
役

の
関
係

に
於
て

負
憺

す
る
も
の
で
は
無
く
、其

の
義
務
は
総
會

に
対
す

る
も

の
で
あ
る
。
故
に
総
會

に
於
て
多
藪
決
に
依

つ
て
、該
質

問
に
回
答

す
可
か
ら
ず
と
爲

し
た
場
合
は
該
株
主
に
回
答

を
與

へ
な

い
こ
と
は
可
能

で
あ
る
(註
八
一
)。
蓋
し
総
會
に

於

け
る
報
告
も
術
公
開
的
で
あ

つ
て
、
從

つ
て
そ
こ
で
は
各
企
業
が
自
己
の
爲
に
保
講

す
可
き
営
業

上
の
秘
密
を
守

う
得
な

い
故

で
あ

る
。
抑
も
株
主

に
質
問
権
を
確
保

す
る
必
要
は
彼
が
少
く
と
も
企
業

の
所
有
者
た
る
故
で
あ
る
。

然

る
に
今
や
共

の
大
多
歎

の
株
主
は
所
謂
投
資
株
主

で
あ
う
、
総
會
は
S
c
h
m
o
l
l
e
r

に
依
れ
ば

一
観
客
少
な
き
喜
劇
L

と
化
し
(註
八
二
)、
偶
々
其
処

に
於
て
行
使
さ
れ
る
質
問
椹

は
屡

々
會
社
荒
し
叉
は
」
営
業秘
密
を
掴
蛮
ん
と
す
る
者
に

濫
用

さ
れ
る
の
み
の
現
状
に
鑑
み
る
と
き
少
く
と
も
単
独

株
主
に
自
由
に
之
を
認

め
る
現
行
制
度
に
は
疑
問
を
抱

か

ざ
る
を
得
な

い
(
註
八
三
)。
而
し
て
、
之
等

の
質
問
梅

の
濫
用
に
亘
る
も
の
に
樹
し
て
は
常
然
回
答
義
務
な
き
も
の
と



解
す
る
が
(註
八
四
)、
更
に
逡
ん
で
秘
密
準
備
金
が
法
律
上
許
容
さ
れ
.る
範
囲

内

に
於
て
爲
さ
れ
在

る
場
合

の
如
き

は

正
當
な
営
業

の
秘
密
の
範
囲

内
に
属
す
る
も
の
と
し
て
回
答
義
務
無
き
も
の
と
解
す
る
(註
八
五
)。
然
し
乍
ら
斯
く
解

す
る
と
き
は
其

の
反
面
倉
社
理
事
者
の
独
裁

を
許
容

し
、
從

っ
て
非
常
な
る
危
険

を
内
包
す
る
。
而
も
既
述

の
如
き

状
態
に
あ
る
と
は
言

へ
株
主
に
所
謂
営
業

の
秘
密

の
範
囲

に
於
て
は
、
全
然
之
が
調
査
…権
を
封
ず
る
は
不
穏
當
な
れ

ば
既
述

の
如
き
弊
害
を
件
は
ざ
る
何
等
か
の
方
法
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
而
し
て
、

日
、

濁
に
於
け
る
監
査
役

は
各
相
異
な
る
も
共
に
之
に
適

せ
ず

(註
八
六
)。
英

の

雲
鼻
。
「

及
び
、
猫

の

一
九
三

一
年

の
改
正
法
が
設
置
し
た

ヒd
蕃
欝
℃
葺
す

の
制
度
は
我
が
國
に
於
て
も
考
慮
に
値
す
る
も
の
と
考

へ
る
(註
八
七
)。

謎

七

九

、

英
國
で
は

参
照

。
紛
秘
密
準
備

金
の
此
の
貼

に
關
し

て
は

侮
稽
趣
き
を
異

に
す
る
が

参

照

。

評

八
〇
、
此
の

質
疑

に
対
す

る

報
告
義
務

に
關

し
て
は
獅

の

株
式
法
草
案

第
八
六
條
が

「
株
主
総
會
二

於

テ

其

ノ
申
田
ア

ル
ト
キ

ハ
各

株
主

二
封

シ
討
議
事
項

こ
關
聯

ア
ル
・曾
猷
事
項

二
關
聯

ア
ル
會

社
事
務

乱
ツ
キ
報
告

ヲ
爲

ス

コ
ト
ヲ

要

ス
」
「
報
告

ハ
誠
實
ナ

ル
報
告

ノ
原
則

こ
合

ス
ル

コ

株

式
會
社

に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(第

五
巻

第

一
號

三
四
七
)

三
九

auditor

 B
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株
式
會
就
に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巷

第

一
號

三
四
八
)

四
〇

ト

ヲ
要

シ
、

會

社

叉

ハ
公

共

ノ
利
益

ノ

タ

メ

ニ
必

要

ア

ル

ト

キ

ニ
於

テ
ノ

ミ
之

ヲ
拒

ム

コ
ト

ヲ
得
L

と

す

る
。

術

等
参
照

。

註

八

一
、
濁
帝
國
裁
判
所

も
此

の
原
期
を
認

め
る
。
術
謎
十
八
及

び

参

照

。

註
八
三
、
此
の
意
味

に
於

て
我
改

正
要
綱
第

一
一
七
及
び
第

一
四
四
は
注
目

に
値

ひ
す

る
。
尚
特
別
法

に
よ
り
議
決
権

の

行
使
制
度
を
認

め
る
も

の

に
日

銀
、
正
金
あ
り

(
日
銀
二
〇
條

四
項
、
正
金
十
七
條

二
項

)。

然
し
現
行
法

の
解
釈

と
し
て
は
株
金
佛
込
怠

納
者

に

も
之
を
拒
否
す

る
こ
と
は

許

さ
れ
ざ
る
も

の
で
あ
ら
う
。
但

し
判
例

は
株
金
未
納

の
株

主
に
対
し

て
議
決
権

を
行
使

さ
せ
な

い
定
欺
規
定
を

有
敷

と
し
た

(
昭
和

二
・
八
・
六

浦
和
地
方
新
聞
二
八
二
五
號
十
五
頁

)
英
國

で
は

一
般

に
認

め
ら
れ

る
。

註
八
四
、
此

の
鮎

が
濁
に
於

て
所
謂

の
問
題

と
し
て
論
ぜ
ら
れ
た
所
に
關
聯

し
、
濁
法
曹
會

の
株
式
會

社
法
改
正
に
關
す

る
委
員

會

の
提
案

し
た
も

の
、

一
に
も

「
株
主

が
會
社

の
明
瞭
な

る
利
益

の
侵
害

の
下

に
自
己
叉
は
第

三
者

の
た

め
に
會
社
外

の

特
別
利
益

を
追
求

し

て

爲
す
所

の
議
決
権

の
行
使

は
許

さ
れ
な

い
L
と
し

爪何
掴掬
の
株
式
法
質
弔
案
第
八
山ハ
條

の
報
訟皆

拒
否
に
關

す
る
規
定
に
付

い
て
は

(
註

八
〇

)
参
照
。

註

八

五

、
反
対

論

に

が
あ

り

、
街

術

理
事
独
裁

の
反
面
其

の
責

任

の

重
加

の
要
望

に
就
き
拙
稿
「
會

社
機
關

の
塵

罰
に
關

す

る
比
較
法
的
研
究
」
法
文
論
叢

十
七
號

二
六
頁
及
び
四
三
頁

以
下
参
照

註

八
六
、

此
の
鮎

に
關
し
狽

の
草
案

第
八
十

六
條

は
其

の
株
主

の
質
問
権

の
範
囲

に
就
き
、

株
主
総
會

の
申
出

に
依
り

株
主

に
対
し

議
事
と
関
係

あ

る
會
職

の
事
項

に
關
し
説
明
を
與
ふ
べ
き
を
原
則

と
し
乍

ら
、

其
の
説
明

が
会
社

又
は
公
衆

の
多
数

の
利
益

が
之
を

必
要

と

す

る
と
き
に
限
り

0. N
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M
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之

を
拒
む

こ
と
を
得

る
こ
と
を
定

め
る
こ
と
は
既
蓮

し
た
が
、

そ
の
拒
縄

の
正
當

か
否
か

は
、
帝

國
政
府

の
定

め
た
調
停
所

に
申
立
を
爲
す

こ
と

を
得

る
も

の
と
す

る
。

伺

、
営
業

秘
密

と
公
示
義

務
に
關
し

て
は

樹
英
國

に
於

て
現
は
れ
た

る
秘

密
準
備
金
と
そ

の
公
示
と
に
關
す

る

に
於

て

一
九
〇

六
年

の
総
會
で
決
定

さ
れ
た
事
項

を
左

に
引
用
し

や
う
。

即
ち

所
載
剣

舶例

の

三

八

一
頁

参

照

)
。

註

八
七
、
猫

の
監
査
役

は
高
等
業
務
執

行
機
關

の
中

に
入
り
、
日
本

の
そ
れ
は
取
締
役

の
指
揮
を
受

け
叉
は

そ
の

一
黛

た
る
に
す
ぎ
ぬ

(
田
中
誠
二

氏

「
全
訂
提

要
」
二
四
四
頁

)。
術
、
監
査
役

と
そ
の
利
益

群

と
の
関
係

に
付
き
秀
丸
た

る
考
察
を
爲

す
も

の
に

あ

り
。

英

國

の

は

、

專

ら
計

算

の
正
否

の
監
査

の
み
に
當

り
毎
年

株
主
総
會

で
選
任
さ
れ

る
(
一
九

二
九
年
会
社

法

=
一=
一條

乃
至
第

一
三
四
條
)
。
術

そ
の

外

に

な
る
も

の
が

あ

つ
て
我
が

國
の
検
査
役

に

相
當
す

る

(
全
上

一
三
五
條

以
下
)
。

而
し
て

獅
商
法
も
之

に
倣

っ
て

監
査
役
制
度

の
峡
階
を
矯

め

る
た
め
に
、

更
に
決
算
検
査
役
を

お
き
そ
の
検
査
を
要
す

る
も

の
と
し
た

(
改
正
法
第

二
六
二
條

a
)。

荷

、
鈴

木
竹
雄
氏

前
掲

法
協
五
〇
巻
十
二
號
一
〇
八
ー

一
=
二
頁
、
大
隅
健

一
郎
氏

前
掲
法
論

二
七
巻
三
號
四
八
一
-
二
頁
。

荷
獨
逸

に
於

て
も

さ
う

で
あ

る
が

、
税

法
と

の
関
係

殊

に
此

の
秘

密
準
備

金
が

脱
税

の
目

的

の
爲

に
設

置

さ
れ

る

、

株
式
會
就
に
於

け
る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第

五
巷

第

一
號

三
四
九
)

四

一
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株
式
會
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巷

第

一
號

三
五
〇
)

四
二

之
と
が

屡

々
で
あ

う

、
叉
政
府

よ
う
補

助

を
受

け

る
目

的

で
行

は
れ

る

こ
と
も
稀

で
は
な

い
o

併

し
之

等
は
共

に
違

法

の
秘

密
準

備
金

に

し
て
許
容

さ
れ

ざ

る

こ
と
當
然

と
言

ふ

べ
き

で
あ

る
が

此
庭

に
は
詳

論

を
避

け

る
(註
八
八
)。

註
八
八
、
我
國
の
そ
れ
に
就
き
、
竹
田
博
士
、
前
掲
論
文

一
九
七
頁
。
渡
邊
氏
、
前
掲
論
文
三
二
巻
六
號
四
頁
。
矢
部
俊
雄
氏
「會
社
税
法
ノ
精
解
」

一
〇
四
頁
以
下
、
北
川
浩
氏
「減
債
償
却
及
贅
産
詳
償
卜
所
得
課
税
」
國
民
経
済
雑
誌
二
三
巷
二
號
九
七
頁
以
下
。
上
田
貞
次
郎
博
士

「會
社
ノ
課

税

二
露
シ
疑
問
ト
ナ
リ
タ
ル
二
ッ
ノ
鮎
」
會
計
一
巷
二
號

一
六
頁
以
下
。
濁
に
就
き
M
.
 
L
i
o
n
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
7
 
f
g
.
 
S
.
 
 
1
5
 
 
;
 
A
.
 
L
e
w
i
n
,
 
a
.

a
.
 
0
.
 
S
.
 
3
6
 
f
g
.
 
;
 
W
.
 
L
o
h
m
a
n
n
,
 
D
i
e
 
R
e
s
e
r
v
e
f
o
n
d
s
 
d
e
r
 
A
G
.
 
1
9
1
0
.
 
S
.
 
3
0
.

佛
に
就
き
C
h
a
r
p
e
n
t
i
e
r
 
e
t
 
H
a
m
e
l
i
n
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
 
p
.
 
3
3
7
.

(
四

)

粒
密
準

備

金

の
許
容
範
囲

以
上

に
依

ム
從

來
本
制
度

の
拒
否

の
理
由

と

さ
れ

た
諸

説
に
就

き

一
鷹

吟
昧

を
絡

へ
、
現

在

の
株

式
會

社

の
利
益

群
の
対
立
状
態
に
於
て
は
企
業
自
膣
の
利
益
が
1

濫
用
さ
れ
る
憧
れ
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
ー

尚
先
づ
認
め
ら
る

可
き

こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ

る
が
、
要
す
る
に
秘
密
準
備
金
適
法
性

の
問
題

は
既
述
の
利
益

配
當
権
其

の
他

の

一
個

の
問
題

で
は
無
く
、
或

る
意
味
に
於
て
之
等
の
凡
て
の
問
題

で
あ
う
、
且
つ
は
物
的
有
限
責
任
會
社
に
於
け
る
替
業

成
績
を
不
明
裡
に
置
く

こ
と
が
企
業
自
體

の
爲

め
不
可
避
な

る
や
に
主
と
し
て
か
＼
る
。
瑞
西
債
務
法
改
正
案
第

六

六
四
條

は
之
を
許
容
し
た
。
而
し
て
筆
者
も
之
に
賛
し
唯
他
面
其

の
初
め
よ
う
不
法
乃
至
不
正
目
的
を
有
す

る
も

の

は
之
を
苑
否
し
、
更
に
そ
れ
が
眞

の
適

法
目
的
に
対
し

て
使
用

さ
る
可
き
を
保
す
る
必
要
を
認

め
る
。

以
下
如
何
な
る
方
法
に
依
り
幾
許
の
範
囲

に
於
て
許
容
せ
ら
れ

る
か
既
述
の
諸
點

に
照
し
て
吟
味
し
よ
う
。
先

づ



其
の
設
置
方
法
に
資
産

(
借
方
項
目
)
の
過
小
表
示
に
依

る
も

の
と
、
負
債

(
貸
方
項
目
)
の
過
大
表
示
に
依
る
も

の
と
二
あ

る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

㎝

前
者
は
固
定
資
産
叉
は
流
動
資
産

の
評
憤
叉
は
再
評
価

を
行
ふ
に
方
う
過
小
評
価

を
爲

し
以
て
資
産

の

一
部

叉
は
全
部
を
隠
匿
す

る
も

の
で
あ
る
。

(
イ
)

特
定
財
産
を
全
然
其
資
産
中
に
計
上
し
な
い
方
法
i

例

へ
ば
會
社
が
新
財
産
購
入
の
場
合
、
代
金
を

雑
費
中

よ
う
支
出
し

而
も
購
入
物
品
を

記
載
し
な

い
等
が

こ
れ

で
あ

る
。

商
法
第
二
六
條
二
項
は
財
産
目
録
に
動

産

、不
動
産
、
債
権

、
其
他

の
財
産

に
価
格

を
附
し
記
載
す
べ
き
旨
を
規
定
す

る
所
以
も
の
は
、特
に
其

の
総
財
産

の

記
入
を
要
求
す
る
も

の
で
あ
る
(註
八
九
)。
蓋
し
財
産
目
録
、
貸
借
対
照

表
は
猫
め
會
社
及
び
株
主
の
爲

に
作
成
す
る

も

の
で
な
く
、

一
般

公
衆
に
対
し

其

の
営
業

並
に
財
産
状
態

を
告
知
す

る
任
務
あ
る
黙
よ
う
特
に
法
文
が
し
か
く
定

め
た
も

の
で
あ
う
、
且

つ
は

「
総

て
の
現
存
す
6
積
極
的
及
び
消
極
的
財
産

の
構
成
部
分
を
網
羅
す
可

し
」
と
す
る

所
謂
貸
借
対
照

表
完
全

の
原
則

の
要
求
に
も
背
馳
す
る
。
故
に
此

の
如
き
方
法
に
依
る
も
の
は
許
容
せ
ず
と
解
す
る

(
註

九
〇
)
Q

註
八
九
、
第

二
六
條
第

一
項
も
、
「
動
産
、
不
動
産
、
債
権
、
債
務
其
他

ノ
財
産

ノ
総

目
録
」
と
規
定
す

る
。

註
九
〇

、

一
九
三

一
年

一
月
十

三
日

の
獨
逸
帝
國
裁
判

所
鋼
決

も
同
趣
旨

日
(
E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
e
n
 
d
.
 
R
e
i
c
h
s
g
e
r
i
c
h
t
s
,
 
C
i
v
i
l
s
a
c
h
e
n
 
B
d
.
 
1
3
1
.
 
S
.

株
式
會

社
に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(山局
田
)

(
第

五
巻

第

一
號

三
五

一
)

四
三



株
式
會
社

に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巻

第

一
號

三
五
二
)

、
四
四

1
4
9
 
 
f
g
.
.

)
而
し

て
學
説

も
之

に
賛
成
な

る
も
、
唯
H
a
c
h
e
n
b
u
r
g
,
 
G
m
b
H
.
 
A
n
m
.
 
9
 
S
.
 
4
2
.

は
、
後
述
す

る
如
く
反
対

な
り
。

然
し
乍
ら
、

一

九

三

一
年

の
改
正
法

は
秘
密
準
備
金

そ
れ

自
盤
を
禁

止
し
な
か

つ
た
が
、
其

第

二
六
〇
條
⑥

に
よ

つ
て
貸

借
対
照

表

に
は
総

て
の
財
産
物
件
及
び

債
務
を
記
載
す

べ
し
と
す

る
濁
商
法
第
四
〇
條

が
株
式
會
社

に
も
適
用
さ
れ

る
こ
と

が
明
定

さ
れ
た
故

に
、
此

の
如
き

方
法

は
認

め
ら
れ
な

い
も

の
と
な

つ
た
。

街
我

が
國

で
も
本
制
度
そ

の
も
の
を
認

め
乍

ら
斯

る
方
法
に
よ

る
も
の
を
許
容

せ
ず

と
す

る
も

の
に
、
水

ロ
博
士
、
前
掲
論
文
十

二
頁

あ
り
。

佛
に

つ
き

同

趣
旨

の
説
を
な
す
も

の
に
R
.
 
G
a
i
n
,
 
L
e
 
B
i
l
a
n
 
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
1
9
2
8
 
p
.
 
1
1
6
.
 
e
t
 
1
1
8
.
W
e
i
s
z
,
 
D
e
r

E
i
n
f
l
u
s
z
 
s
t
i
l
l
e
r
 
R
e
s
e
r
v
e
n
 
a
u
f
 
d
i
e
 
R
e
c
h
n
u
n
g
s
l
e
g
u
n
g
 
d
e
r
 
U
n
t
e
r
n
e
h
m
u
n
g
,
 
Z
e
i
t
s
c
h
r
i
f
t
 
f
.
 
B
e
t
r
i
e
b
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
.
 
9
 
J
a
h
r
g
.
 
S
.
 
1
7
2
.

(
ロ
)

財
産

の
減
債
評
価

に
依

る
も
の
1

此
の
方
法
が
最
も
多
く
採
ら
れ
(註
九
一
)
.
秘
密
準
備
金
制
度

の
適

法
性

の
問
題
は
結
局
此
の
方
法
が
許
容
さ
れ
る
か
否
か
に
蹄
着
す
る
も
の
と
さ

へ
解
さ
れ

る
(註
九
二
)。
而
し
て
其

の

殆
ん
ど
は
減
債
償
却

の
外
貌
を
借
う
て
爲

さ
れ

る
が
、
其

の
償
却
方
法
に
直
接
減
債
法
即
ち
財
産
価
額

の
減
少
額
を

直
接
原
価
額

か
ら
控
除

し
て
対
照

表
に
計
上
す
る
も
の
と
、
間
接
減
債
法
即
ち
共

の
財
産
物
膿

の
価
額

は
原
債

の
儘

積
極
財
産

の
部
に
計
上
す
る
と
同
時
に
他
方
消
極
的
財
産

の
部

に
其

の
減
価
額

を
減
債
償
却
金
叉
は
滞
貸
準
備
金
等

の
項
目
で
計
上
す
る
こ
と
に
依
る
方
法
と
が
あ
る
(註
九
三
)。
而
し
て
秘
密
準
備
金
は
此
減
債
償
却

の
過
大
計
上
に
依

つ
て
設
置
さ
れ
る
。

我
が
商
法
の
財
産
評
価

規
定
第

二
六
條
第
二
項
は
唯
だ
各
種
財
産
に
附
す
可
き
価
額

は
時
価

を
超
ゆ

る
事
を
得
ず

と
す
る
の
み

で
あ

る
が
、
同
條

か
ら
當
然
時
価

以
下
に
見
積

る
事
が
自

由
で
あ

る
と
す
る
結
論

は
生
れ

臓
に
し
て
も



(註
九
四
)、
尚
少
く
と
も
時
価

以
上

の
評
価

は
商
業
帳
簿
調
製
義
務

の
違
反
と
な

る
が
、
時
価

以
下
の
評
価

は
そ
れ
に

な
ら

臓
事
だ
け
は
明
か
で
あ
る
(註
九
五
)。
而
し
て
此

の
財
産
評
憤
に
關
し
て
、
竹
田
博
士
は
何
等
の
詳
論
な
く

し
て

株
主
総
會

の
評
価

の
自
由
不
自
由

の
問
題
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
、
筆
者
は
疑
問
を
有
す
る
こ
と
既
述

の
如
く

で
あ

る
が
、
元
來
貸
借
対
照

表
の
作
成
は
取
締
役
の
譲
渡

す
る
こ
と
の
許
さ
れ
な

い
職
務
事
項
に
し
て
(註
空
ハ
)
、
從

つ
て
財
産
評
価

は
取
締
役
が
爲

し
、
叉
そ
の
民
事
的
刑
事
的
責
任
を
負
憺
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
評
価

の
標
準

に

關

し
定
欺
共
他
に
特
別
規
定
あ
る
と
き
は
之
に
從
ふ
べ
き
(註
九
七
)で
あ

る
が
、
元
來
評
価

と
言
ふ
以
上
當
然
其

の
評

債

者
に
依

つ
て
必
ず

し
も
同

一
で
な

か
る
べ
く
、
叉
其
威
に
所
謂
評
価

の
自
由
の
蝕
地
が
存
す
る
(註
九
八
)。
而
し
て

其

の
制
限
は
取
締
役

の
忠
實
義
務
と
貸
借
対
照

表
眞
實
の
原
則
に
依
わ
て
劃
さ
れ
る
(註
九
九
)が
、
そ
れ

は
必
ず
し
も

時
庭
を
懸
じ
て
同

一
な
る
も
の
で
は
無

い
こ
と
勿
論

で
あ
る
o

此
點

に
就
き
最
も
問
題
と
な
る
の
は
所
謂
Е
i
n
e
 
/
 
M
a
r
k
"
/
K
o
n
t
e
n

の
許
容
さ
れ
る
か
否
か
で
あ

る
。

即
ち
相

當
価
額

の
存
す
る
財
産
を

一
圓
即
ち
所
謂
備
忘
項
目

(
p
r
o
 
m
e
m
o
r
i
a
 
o
d
.
 
E
r
i
n
n
e
r
u
n
g
s
p
o
s
t
e
n

)
と
し
て
名
目
だ
け

の
評
価

を
附
し
、
貸
借
対
照

表
上
に
は
そ
の
痕
跡
を
止
め
る
の
み
の
場
合
で

(註
一
〇
〇
)あ
る
が

、
斯

る
も
の
は
既
述

の
或

る
財
産
を
全
然
記
載
し
な

い
場
合

と
区
別
す
る
必
要
な
し
と
す
る

(註
一
〇
一
)。
然

し
乍
ら
之
は
少
く
と
も
其

の

財
産

の
凡

て
を
記
載
す
る
事
を
要
求
す
る
商
法
第
二
六
條
に
違
反
せ
ず
。
叉
其
の
僅

に

一
圓
の
記
載
も
爾
其

の
財
産

株
式
會
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
孟
巻

第
一
號

三
五
三
)

四
五



株
式
會
砒
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巷

第
一
號

三
五
四
)

四
六

た
る
動
産

、

不
動
産

の
存
在
を
知
り
得

る
黙
に
於
て
、

株
主
総
會

に
於

て
も
注
意
さ
れ
る
可
く

(註
一
〇
二
)、
叉
株

主
以
外

の

人
々
に
於
て
も
考
慮
を

梯

は
せ
る
に
充
分

で
あ

る
。

唯
此
の
如
き
評
価

が
眞
實

に
反
す
る
も
の
で
あ
る

事
は
明
自
で
あ

る
が

、
尚
事
業
會
社
の
営
業

設
備
た
る
工
場
機
械
等
の
価
額

が
僅
か
に

一
圓
と
表
示
さ
れ

て
ゐ
る
如

き

は
其
減
債
評
価

で
あ
る
こ
と
は

一
目
瞭
然
で
、
そ
の

一
事
に
依

つ
て
は
何
人
を
も
害
す
る
所
が
な

い
と
言

は
ね
ば

な
ら

ぬ
。
然
し
乍
ら

一
見
相
當
価
額

の
記
載
が
あ
る
が

、
術
莫
大
な
金
額

の
隠
匿
が
あ
る
場
合

は
株
主
共
他

の
者
の

眼
を
看
過
さ
せ
る
で
あ
ら
う
と
論

ぜ
ら
れ
や
う
が

、
要
す
る
に
夫
れ
が
上
述
の
如
き
不
法
目
的
を
持

つ
場
合

は
勿
論

荷
く
も
幾
多

の
獨
逸

判
例
の
示
す
如
く
悪
意
叉
は
身
勝
手
と
見

る
可
き
場
合

は
共

の
額

の
大
小
に
拘
ら
ず
之
を
許
容

す
る
こ
と
は
出
來
な

い
が
、
評
価

の
際
合
理
的
考
慮
を
超
越
せ
ず

し
て
、
取
締
役
が
普
通
商
人

の
注
意
を
以

て
す
る

義

務
的
裁
量
に
從
ひ
、
企
業

の
將
來

の
確
實
性
の
爲

め
叉
は
期
待
さ
れ
る
危
険

に
対
し

て
企
業
を
保
講
す
る
爲

に
な

さ
れ

る
も
の
、
即
ち
善
良
な

る
商
人
の
配
慮
の
範
囲

内

に
属
す

る
過
小
評
価

に
依

る
秘
密
準
備
金
の
設
置
は
此
庭
に

所
謂
恣
意

(
V
V
i
l
l
k
U
r

)
で
は
無

い
と
し
て
許
容
さ
れ
る

(註
一
〇
三
)。
蓋
し
會
社
の
事
業
は
今

日
に
終
る
も
の
で
は
無

く
爾
後
將
來
に
永
績
す
可
き
性
質
を
有

す
る
も
の
な
れ
ば
後
日
に
備

へ
る
爲

め
相
當

の
減
憤
評
憤
に
依
る
蝕
裕
を
存

す

る
こ
と
の
如
き
は
寧
ろ
企
業
安
全
の
爲
め
必
要
映
ぐ
可
か
ら
ざ
る
所
と
も
言

ひ
得

る
(註
一
〇
四
)。

註
空

、
P
r
e
i
s
i
g
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
1
5
0
 
f
g
.
 
;
 
V
i
c
t
o
r
 
E
h
r
e
n
b
e
r
g
,
 
B
i
l
a
n
z
 
a
n
d
 
s
t
i
f
l
e
 
R
e
s
e
r
v
e
n
 
(
J
h
e
r
i
n
g
 
J
.
 
B
.
 
B
d
.
 
5
2
 
S
.
 
2
1
8
 
f
g
.



T
h
e
o
 
 
G
u
h
l
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
2
9
2
;
 
A
.
 
W
e
i
s
z
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
1
7
3
.
 
;
 
C
h
a
r
p
e
n
t
i
e
r
 
e
t
 
H
a
m
e
l
i
n
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
 
p
.
 
3
3
6
;
 
R
.
 
G
a
i
n
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
 
p
.

一
一ひ
●
竹
田
博

士
、
前
掲
論
文

一
九
九
頁
。

尚
各
種
財
産

に
就

い
て
の
具
体
的

方
法

に
關
し

て
は
上
野
博

士
、

前
掲
書
四

二
九
頁
。
小
山
強
次
氏

前
掲
會

計
四
巻

一
號
四

七
i
五
七
頁
等

に
詳

な
り
o
術
理
論

的
に
は
吉

田
良

三
博
士
「
減

債
問

題
考
察
」
商
學
研
究

一
巻

二
號
四
八
五
頁

以
下
参
照
o

註
九

二
、
竹

田
博

士
、
前
掲
論
文

二
〇

三
頁
及
び

二
〇
四
頁
。

註

九
三
、
問
接
減

債
法

は

一
見
消
極

財
産

の
擬
制
乃
至
過
大
騨
償

の
や
う
で
あ

る
が
、

夫
れ
は
要
す

る
に
積
趣
財
産

の
減
債
記
載

の

一
方
法

に
過
ぎ

な

い
の
で
あ

る
。
然
し
乍
ら
此
の
所
謂
間

接
償
却
方
法
は
我
商

法
第
二
六
條

第

二
項

の
解
釈

上
之

を
認

め
得
ず

と
す

る
も

の
が
あ

る

(
田
中
誠

二

氏

「
会
社
法
提
要
」

(
奮
版
)
五
〇
〇
頁
、
佐

藤
雄
能
氏

「
株
式
会
社

會

計
」

一
二
九
頁
、
大
崎
範

一
氏

「
貸
借
対
照

表

の
眞
實
性

よ
り
見
た

る
間

接
法

の
減
債
償
却
」
會

計
八
巻
五
號
七
六
頁

)
が
、
併
し
同
條

同
項
は
箪

に
時
価

以
上

の
詳
債
記
入
を
禁
止

す
る
の
み
で

其

の
計

上
の
形
式

に
關

し
て
は
何
等
制
限

す
る
所

が
な

い
故
に
、
本

文

の
べ

る
が
如
き
間
接
償

却
法

は
將

に
此

の
記
帳
方
式
に
過
ぎ
ず
。

故

に
其

の
差

引
残
額

が
時
価

を

超
過
し
な

い
限
り
毫

も
商
法

に
違

反
し
な

い
も
の
と
解
す

る
(
同
説

、
竹

田
博
士
前
掲

二
〇

一
頁

、
松
本
博
士
総
論
三
〇
八
頁

)。

さ
れ
ば
此

の
方

法
を
利
用
す

る
秘
密
準
備
金
も
此
の
理
由
で
は
違

法
と
な
ら
ぬ
。

註
九
四
、
竹

田
博

士
、
前
掲
論
文

二
〇
三
頁

、
爾
野
津
博
士
は
同
條

の
解
糧

に
付

い
て
は
特
異

の
説
を
爲
さ
れ

る
。

即
ち
同
條

は
市
慣
を
限
度
と
す

る
こ
と
を
規
定

し
た
の
で
は
な
く
箪
に
評
慣

の
評
準
た

る

「
時

期
」

を
規
定
し
且

っ
此

の
時
に
於
け

る
価
額

を
超
ゆ

る
を

得

ざ
る
も
の
と
規
定

す

る
の
み
で
あ

る
と
さ
れ

て
通
説

の
矛
盾
を
指
摘

さ
れ
る
(
前
掲
書

三

一
九
頁

)
。

註
九
五
、
時
価

以
下
の
詳
債

の
適
法
を
認

め
る
も

の
に
、
R
e
h
m
,
 
B
i
l
a
n
z
e
n
.
 
S
.
 
3
6
1

松
本
博
士

「
日
本
會
社
法
論
」

三
三
三
頁
、

田
中
誠

二
氏

「
全
訂
提
要
」

二
六

八
頁

、
片
山
博

士
前
掲
書

八
四
四
頁
、
野
津
博

士
前
掲
書

三

一
九
頁
。
樹

(
註

七

一
)
参
照
。
之

に
反
し
て
貸
借
対
照

表
上
過

小
評
価

を
是
認
す
可
か

ら
ず

と
す

る
も

の
に
、
P
a
s
s
o
w
,
 
B
i
l
a
n
z
e
n
,
I
.
 
S
.
 
1
9
6
 
f
g
.
 
;
 
K
o
v
e
n
r
o
,
 
D
i
e
 
B
e
w
e
r
t
u
n
g
 
d
e
r
 
V
e
r
m
o
g
e
n
s
g
e
g
e

n
s
t
a
n
d
e
 
S
.
 
1
2
8
 
f
g
.

上
野
博
士
前
掲
書

二
〇

七
頁
。

株
式
会
社

に
於
け

る
秘
密

準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巷

第
二

號

三
五

五
)

四
七



株
式
會

社
に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第

五
巻

第

一
號

三
五
六
)

四
八

註
九
六
、
同
趣
旨

、
昭
和

八
年

二
月
十
四
日
、
大
審
院

判
決

、
民
集
十

二
巻
四

三
七
頁
、
術
拙
稿
前
掲
法
政
研
究

四
巻

一
號
二
五
九
頁
参
照
。

註
九
七
、
竹

田
博

士
は

こ
れ
を
直
ち

に
株
主
総
會

の
守

る
べ
き
準
則
と
解
さ
れ

る
が

(
前
掲
論
文

二
〇
四
頁

以
下
)

筆
者

は
本
丈

の
如
く
解
す

る
。

註

九
八
、
勿
論
斯

る
評
価

の
自
由
を
認

め
ず
例

へ
ば
そ

の
作
製
時

の
取
引
所

の
公
定

相
場

の

記
入
を
命
ず

る
が
如
き

こ
と
も
考

へ
ら
れ

る
が
、

そ
れ

は
凡
ゆ

る
財
産

に
付

い
て
は
存
在

せ
ず
殊

に
使
用
中

の
物
に
就

い
て
は
更

で
あ

る
。

又
我
が
改

正
要
綱
第

=
二
五

も
、
有

債
謹
券
に
關

し
て
取
引

所

の
粗
揚

に
か

Σ
ら
し
め
る
が
、
伺
そ
れ
は

そ

の
評
価

の
最
高
限
を
そ
れ
に
置

い
た
の
み

で
あ

る
。
叉
第
十

三
が

「
営
業
上

ノ
固
定

財
産

ニ
ハ
其

ノ
取
得
価
額

又

ハ
製
作
便
額

ヨ
リ
相
當

ノ
減
損
額

ヲ
控
除

シ
タ

ル
価
額

ヲ
附

ス
ル

コ
ト
ヲ
妨

ケ
サ

ル
云
々
」

と
な
し
た

の
は
、

一
面
に
は
取
得
償

額
、
制
作
価
額

よ
り
以
上

の
時
価
評
価

を
附

し
得
ざ

る
制
限
を
加

へ
、
他

面
時
価

以
下

の
評
価

を
表

面
よ
り
認
め

る
も
の
で

即
ち
今
日

一
般

に
行

は
れ

る

一
定
率

を
以
て
す

る
減
債
償
却

の
方
法
を
是
認
す
る
も

の
に
外
な
ら
ぬ
。

註
九

九
、
瑞

西
債
務
法
第
六
五
六
條

一
項

の
爲

に
財
産

の
過
小
詐
債
は
定
欺
規
定

に
よ
る
か
、

叉
株
主
総
會

の

一
致

の
決
議
を
要
し
、
軍
純
多
数

決

に
よ

る
も

の
は
取
溝
を
免
れ
ぬ
と

す

る
も

の
が
あ

る
が
P
r
e
i
s
i
g
,
 
a
.
 
a
.
 
 
O
.
 
S
.
 
1
7
3
)

、

一
九
二
八
年

の
其

の
改

正
案
第

六
六
四
條
は

明
文
を
以

て

「
貸

借
対
照

表

ノ

作
成

二
當
り
理
事
者

ガ
賓
産

ヲ
時
償
以
下

二
評
価

シ
其
他

ノ
程
密
準
備
金

ヲ
設
ク

ル
コ
ト

ハ
企
業

ノ
永
績
的
安
定
又

ハ
能
フ

限
リ
平
均

セ
ル
利
益

配
當

ヲ
顧
慮

シ
テ
適
當

ト
セ
ラ

ル
ル
限

リ
許

サ
ル
」

と
し
た
。

註

一
〇
〇
、
獅
に
於

て
は
、
所
謂

「
一
マ
ル
ク
勘
定
」

と
し

て

(
P
r
e
i
s
i
g
,
 
a
.
 
a
 
O
.
 
S
S
.
 
1
5
4
-
1
5
5
;
 
P
i
n
n
e
r
,
 
B
e
i
t
r
a
g
e
.
 
S
.
 
2
9
;
 
J
.
 
G
.
 
E
g
g
e
r
,

a
.
 
a
:
 
O
.
 
S
 
1
7
4
.

)
。
佛
に
於

て
も
、
「
一
法
」
と
し

て
表
示
す

る
こ
と
が
行

は
れ

(
C
h
a
r
p
e
n
t
i
e
r
 
e
t
 
H
a
m
e
l
i
n
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
 
p
.
 
3
3
6
.
)

)
我

が
國

で
も

所
謂

「
壼
圓
勘
定
」

と
し
て
論

ぜ
ら
れ

る
所
で
あ

る

(
竹

田
博
土
前
掲
論

文

二
〇

二
頁
)。

樹

中
西
新
兵
衛
氏

の
如
き
斯

る
備
忘

記
録

と
し
て
の

純
財
産
を

「
秘
密
積
立
金

ノ
化
髄

タ
ル
積
趣
財
産
」

と
し

て
述

べ
ら
れ

る
如
き
實
際
を
示
し

て
儀

り
が
あ
る
(
全
氏

「
財
産
目
録

二
記
載

ス
べ
キ
財

産

ヲ
論

ズ
」
會
計
四
巻

一
號
六

二
頁

)。

註

一
〇

一
、
H
a
c
h
e
n
b
u
r
g
,
 
a
.
 
a
.
 
O
.
 
A
n
m
.
 
9

は
数
千

マ
ル
ク
の
も

の
を
僅

々

一
マ
ル
ク
に
低
下
語
慣
す

る
こ
と
が
法
律

上
許

さ
れ

る
な
ら



ば
全
然
計

上
せ
ざ

る

こ
と
も
亦
許
さ

る
べ
く

其

の
問

に
差
異
を
設
け

る
理
由
な
し
と
す
る
。

註

一
〇
二
、
株
主
総
會

に
於

て
株
主

の
質
問
権

の
対
象

と
な
る
も
、
総
會

の
決
議

に
よ
り
之

に

回
答

を
拒
否
す

る
こ
と
を
得

る
こ
と
は
既
述
の
如

し
。

J
.
 
G
.
 
E
g
g
e
r
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
1
7
5
.

は
、
こ
の
點

に
付
き
興
味
深
き
記
遽

を
爲

す
。

註

一
〇
三
、
P
i
n
n
e
r
,
 
 
B
e
i
t
r
a
g
e
,
 
S
S
.
 
3
0
-
3
1
.

術
野
津
博
士
、
前
掲
書

三

一
七
頁

以
下
参

照
。

註

一
〇
四
、
P
i
n
n
e
r
,
 
B
e
i
t
r
a
g
e
,
 
S
.
 
3
0
 
f
g
.
.

更

に
現
物
出

資

の
場
合

に
之

の
設
置
が

爲

さ
れ

る
こ
と
が

あ

る

(註

一
〇
五
)。
元

來
會

社

に
於

け

る
現
物

出
資

は
會

社

に
取

つ
て

は
所

謂

「
危
険
な

る
契
約

」

の

一
で
あ

る
が

、
其

の
危
険

な

る
は
所

謂
水
盛

り

に
な

り
易

い
た

め
で
あ

つ
て

、
反
対

に
之

を
實

債
以

下
に
評
価

し

て
秘
密
準

備

金
を

設
置

す

る
場

合

は
之

が

ゐ
そ
れ

な
く

、
而

し

て
共

の
方

法

た

る
や

軍

に
前

述

の
も

の

＼

一
愛

形

に
過
ぎ

な

い
。

註
一
〇
五
、
P
r
e
i
s
i
g
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
1
5
5
 
f
g
.
 
;
 
S
t
a
u
b
,
 
H
G
B
.
 
A
n
m
.
 
1
0
 
f
.
 
2
2
7
.

参
照
。
例
へ
ば
賓
本
を
碧
加
す
る
に
當
り
田
資
さ
れ
た
現
物
出

養
の
償
額
が
拾
五
萬
圓
で
あ
つ
た
時
、
此
の
出
賓
者
に
額
面
百
圓
株
を
千
株
輿
へ
る
と
す
れ
ば
、
一
株
に
対
す
る
掛
費
額
は
百
五
拾
圓
と
爲
り
、

所
謂
額
面
超
過
獲
行
と
な
り
、
從
つ
て
夫
れ
は
法
定
準
備
金
に
組
入
れ
ら
れ
会
社
の
自
由
庭
分
の
外
に
逸
げ
る
。

故
に
會
社
は
之
を
避
け
て
實
債

拾
五
萬
圓
の
も
の
を
拾
萬
圓
に
評
価
し
て
株
式
は
平
債
襲
行
と
し
て
其
の
五
萬
圓
を
秘
密
準
備
金
と
す
る
が
如
き
是
れ
で
あ
る
。

(
、ノ
)

會
社
企
業

か
ら
生
ず

る
利
益

の
不
計
上
乃
至
過
小
表
示
に
依
る
も
の

(註
一
〇
六
)-

先
づ
利
益

の
不
計

上
は
商
法
第
二
六
條
に
其

の
総
財
産
を
計
上
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
に
拘
ら
ず
、
其
牧
盆
の
記
載
を
要
求
せ
ざ
る
こ

と
、
及
び
利
益

の
庭
分
は
株
主
総
會

の
決
議

に

一
任
す
る
黙
等
を
理
由
と
し
て
、
既
述
の
特
定
財
産
不
計
上

の
場
合

と

株
式
會
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巻

第
一
號

三
玉
七
)

四
九



株
式
會
靴
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巻

第
一
號

三
五
八
)

玉
O

異
な
6
之
を
有
効
と
す
る
者
あ
る
も

(註
一
〇
七
)、
實
質
に
於
て
何
等
異
な
ら
ず

、
企
業
経
営

上
特
定
財
産

の
記
載
不

記
載
以
上
に
重
要
な

バ
ロ
メ
タ
置
た
る
企
業
牧
盆
の
不
計
上
は
不
適

法
と
解
す

(註
一
〇
八
)。
更

に
牧
盆
の
軍
純

な
る

隠
匿
は

一
般

に
不
適
法
と
解
し
、
從

つ
て
斯

る
方
法
に
依

る
秘
密
準
備
金
の
設
置
は
許
さ
れ
臓
と
思
惟
す

る
。
蓋
し

そ
れ
は
、
株
主
及
び
取
引
社
會
を
害
し
既
述
の
講
原
理
の
違
反
侵
害

に
も
拘
ら
ず
之
を
正
當
化
す
べ
き
理
由
を
螢
見

し
得
な

い
故

で
あ

る
。
然
し
乍
ら
、
或

ひ
は
財
産

の
減
債
償
却
に
依
る
場
合

も
そ
の
過
大
な
る
限
り
に
於

て
牧

盆
の

隠
匿
が
存
す
る
で
は
な

い
か
と
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
元
來
減
債
償
却
は
企
業
牧

盆
を
生
ず

る
爲

め
の
共

の

一
の
費

用
に
し
て
、
眞

の
牧
盆
は
將
に
之
等
財
産

の
使
用
費
用
を
控
除

し
た
も
の
た
る
可
く

、
而
し
て
其

の
使
用

の
費
用
、

即
ち
減
債
償
却
は
今
日

一
般
取
引
社
会

に
於
て
不
當
な
ら
ず
と
さ
れ
る
範
囲

で
は
所
謂
評
価

の
自
由
の
存
す
る
所

で

あ

る
。
註
一
〇
六
、
R
o
s
e
n
d
o
r
f
f
,
 
N
e
u
e
 
d
.
 
A
k
t
i
e
n
r
e
c
h
t
 
S
.
 
1
9
5
.

・
水
口
博
士
、
前
掲
論
文
十
二
巻
二
號
一
三
頁
。

註
一
〇
七
、
水
ロ
博
士
、
前
掲
論
文
十
二
巻
二
號
十
四
頁
。

註
一
〇
八
、
叉
實
際
に
於
て
も
斯
る
利
益
自
體の
全
部
的
隠
匿
は
脆
税
の
目
的
か
、
政
府
の
補
助
金
獲
得
等
の
不
正
目
的
に
供
さ
れ
る
の
み
で
あ
る

(渡
邊
氏
前
掲
論
文
三
二
巷
六
號
四
頁
、
竹
田
博
士
前
掲
論
文
二
十
巷
一
號
一
九
七
頁
等
参
照
)。.

②

次
に
貸
方
項
目
の
過
大
表
示
と
は
要
す
る
に
負
債
の
過
大
評
憤
で
あ
る
が

、
元
來
所
謂
自

己
資
本
は
抽
象
的

価
値

、

残
高
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
爲

め
評
価

の
対
象

と
爲
6
得
な

い
故
、

自
然
此
の
方
法
の
行
は
れ
る



の
は
極
め
て
例
外
的

で
あ

る

(註
一
〇
九
)。
而

し
て
先
づ
假
装
債
務

の
設
置
に
依
る
方
法
が
あ
る
が

(註
二

〇
)、
第

一

の

(
イ
)

の
場
合
と
同
様

の
理
由
に
依
り
之
を
許
容
し
得
ず
。
叉
其
現
存
債
務

の
額
を
増
加
す
る
も
の
も
其
實
質
に

於
て
前
者
と
毫
も
異
な
る
所
が
な

い
故
に
之
を
同

一
に
論
結
し
得
る

(註
一
=

)。
尚
貸
方
総
額

を
實
際
以
上
に
膨
脹

さ
せ
る
場
合

と
し
て
問
接
減
債
法
を
採
用
す
る
場
合

が
あ
る
が

こ
れ
に
就

い
て
は
前
に
述
べ
た
o上

野
博

士
、
前
揚
書
四

三

二
頁
以
下
参
照
。

註

一

一
〇

、

佛

に
於

て
も

例

へ
ば

「
諸

貸

方

勘

定
」
(O
HO
α
一酔①鐸
民ω
α
一く
①
「ω
)

等

と

晶昌口
ふ
如

き
別

箇

の
負

債

勘
定

を

設
置

し

て

爲

す

こ

と

が

あ

る
と

云

註

一
一
一
、
獨
逸

の
判
例

學
説
の

一
般

に
認

め
る
所
で
あ

る
が
術
株
式
會
社
法
改
正
草
案
第

一
一
三
條

三
項
は
假
装
債
権

者

を

貸
方

に
褐
げ

て
秘
密

準
備
金
を
設
け

る
方
法
を
禁
止
し
た
。

故
に
そ
れ
に
よ
れ
ば
假
装
債
務

、

債
務

の
超
慣
詐
債

の
方
法

に
依

る
之

が
設
置
は
不
適
法

と
な
り
。
又

其

の
大
統
領
令
に
依

る
商
法
第
二
六

一
條

三
項
中
に
も
、
積
立
金
、

保
留
金
及
評
価

改
定
賓
金

の
額
は
之
を
会
社

の
債
務

と
し

て
計
上
す

べ
か
ら

ざ

る
旨
を
規
定

し
た
故
に
假
装
債
務

の
貸
方

計
上
は
當

然
禁

じ
ら
れ
た
も

の
で
あ

る
。
荷

か
エ
る
も

の
エ
作
成
は
刑
事
上

の
責

任
あ

る
も
の
と
す

る

。

(
五
)

不
適
法
な
る
場
合
の
救
濟

然
ら
ば
上
述
の
軌
れ
か
の
理
由
に
依
つ
て
其
秘
密
積
立
金
の
設
置
が
違
法
と
さ
れ
る
場
合
、
如
何
な
る
救
濟
方
法

存
す
る
や
を
見
る
に
、
先
づ
株
主
総
會
に
提
出
承
認
を
求
め
ら
れ
る
貸
借
対
照
表
が
不
適
法
乃
至
不
當
な
る
限
う
株

株
式
會
社

に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(
高
田
)

(
第
五
巷

第
二

號

三
五
九
)

五

一

R
ehm

, B
ilanzen, S  239; Preisig, a. a. 0. S. 149 fg. ; Staub, H

G
B

. A
nm

. 14 a. f 260 b.

(C
rediteurs divers)

(C
harpentier et H

am
elin, op. cit. p. 336. )°

(R
osendorff, neue deutsche A

ktienrecht S. 247. )



株
式
會

赴
に
於
け

る
秘
密
準
備
金

(
高

田
)

(
第

五
…巷

第
二

號

三
山ハ
0

)

五

二

圭
総
會
は
之
が
承
認
を
拒
否
す
る
の
権
限
あ

る
こ
と
は
論
證

を
須

ひ
訟
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
株
主
総
會
が
法
律

の

禁
止
す
る
方
法
叉
は
不
法
目
的
を
有
す
る
秘
密
準
備
金
を
内
包
す
る
貸
借
対
照

表
、
即
ち
違
法
の
貸
借
対
照

表
を
承

認
し
た
場
合
は
如
何
と
言

ふ
に
、
株
主

総
會

の
承
認
と
謂
も
違
法
な
る
貸
借
野
照
表
を
適
法
化
す
る
効
力

な
く
從

つ

て
無
数
な
る
そ
れ
を
承
認
し
た
該
総
會
決
議
も
無
敷

の
も
の
と
言

は
ね
ば
な
ら

粗

(註
=

二
)。
獨
逸

に
於
て
は
此
積

立
が
違
法
の
と
き
は
第

二
七

一
條

三
項

に
依
り
資
本

の
二
十
分

の

一
以
上
に
當
る
株
主

に
決
議
取
消
の
訴

を
認
め
る

(註
=

三
)
。
然
し
我
が
商
法

の
規
定
す
る
決
議
無
敷

の
訴

は
猫
の
第

二
七

一
條

と
異
な
6
単
に

「
総
會
招
集

ノ
手
続

叉

ハ
其
決
議

ノ
方
法

ヵ
法
令

叉

ハ
定
欺

二
反

ス
ル
ト
キ
」
に
限

る
故
に
本
論

の
如
き
決
議

の
内
容

に
介
在
す

る
違
法

に
基
く
も
の
は
同
條

の
訴

の
対
象

と
爲
ら

顧
o
故
に
學
説
及
び
判
例

に
於
て

一
般
に
認
め
ら
れ

る
所
謂
決
議
當
然
無

数

の
訴
即
ち
無
敷
確
認
訴
訟
の
方
法
に
依

つ
て
救
濟
さ
れ
る
の
み

(註
一
一
四
)。
而
し
て
此
の
訴

は
唯
其

の
決
議

の
無

敷
を
確
認

す
る
消
極
的
数
力
を
生
ず
る
に
止
按
う
該
判
決

の
確
定
に
依
う
株
主

は
何
等
直
接
に
利
益

を
受
け
諏
。
斯

腱
に
於
て
株
主

が
共

の
違
法
に
匿
さ
れ
た
利
益

の
配
當
を
得
る
爲

め
貸
借
対
照

表

の
更
正
を
目
的
と
す
る
訴
を
提
起

し
得

る
か
と
言
ふ
に
、
猫
帝
國
裁
判

所

は
共
無
敷
を
宣
言
す
る
に
止
ま
ら
ず

、
當
事
者
の
申
立
に
從

ひ
裁
判

所
が
之

を
爲
し
得
べ
き
事
情
あ
る
と
き
は
、
法
律

に
從
つ
π
貸
借
対
照

表
を
調
製
し
得
べ
き
も
の
と
す
る
に
至

つ
た

(註
=

五
)。
然
し
乍
ら
我
裁
判

所

に
は
斯
る
権
限
無
く
無
数
判
決

の
確
定
に
依
う
當
該
年
度
の
貸
借
対
照

表

の
調
製
及
承
認



の
な
か
う
し
も
の
と
な

る
爲

、
會
社
取
締
役
は
新
に
適
法
な
る
も
の
を
作
成
し
、
之
を
線
會

に
提
出
し
て
承
認
を
輕

る
を
要
す

る
。
而
し
て
取
締
役
が
之
を
爲

さ
ぬ
場
合

は
少
藪
株
主
は
総
會

の
招
集
を
裁
判

所
に
申
請
し
其
許
可

の
下

に
総
會

を
招
集
し
、
該
総
會
に
於
て
取
締
役
改
選
を
な
し
新
取
締
役
に
之
を
作
成
せ
し
あ
る
よ
り
外
な
し

(
註
=

六
)。

註

一
一
二
、
水

ロ
博

士
前
掲
論
文
十

二
巻

三
號
十

三
頁
樹

伺
佛

に

つ
き

参

照

。

註

一
一
四
、
同
説
竹

田
博
士

前
掲
論
丈

二

一
〇
頁
、

水
ロ
博
士
前
掲
論
文

三
號
十
四
頁

、

田
中
博
士

「
概
論
」

四

八
五
頁

、

田
中
誠

二
氏

「
提

要
」

二

一
七
頁

、
問
蓮
吉
氏

「
株
主
纏
會
論
」

二
八
六
頁

以
下
。
又
濁

に
於

て
も
其
の
二
七

一
條

の
訴

の
外
に
當

然
無
敷

の

訴

の
あ

る
こ
と
は
學

者

の
認

め
る
所

で
あ

る

判
例

も
然
り

し
か
し
本
件

に
付

い
て
は
上
蓮

の
如
く
解

さ
れ
て
居

る

註

一
一
五
、
即
ち
當
事
者

の
申
立
に
從

ひ
裁
判
所

が
総
會

の
承
認
し
た
貸
借
対
照

表

を
法
律

に
反
す
る
無
敷

の
も
の
と
す

る
と
き
は

同
時

に
正
當
な

る
貸
借
対
照

表
を
調
製
す

べ
き
も
の
と
し

更
に
同
裁
判
所

は
其

の
必
要
な
る
基
礎

の
存
す

る
と

き
、
例

へ
ば
減
債
評
価

の
多
き
に
過
ぎ
る
場
合

等

に
於

て
は
其

の
無
敷
決

議
を
腹
棄

し
て
之

に
代

り
て
新
な
る

貸
借
対
照

表
を
調
製
し
得
る
権
能

を
有

す
る
と
す
る
に
至

っ
た

伺
詳
細
は

参
照
。

註

一
一
六
、
両
も
そ
れ

が
多
数
決
を
以

て
其

の
僻
任

が
否
決

さ
れ
た

と
き
は
損
害
賠
償

を
以

て
甘
ず

る
の
外
な
し
。

散

に
水

ロ
博
士
は

そ
の
救
濟

の

換
げ式
會
砒

に
於
け
る
秘
密
準
備

金

(
高

田
)

(
第

五
巻

第

一
號

三
六

一
)

五
三

H
achenburg, G

m
b. H

.  A
nm

. 9 5. 42 ; V
. E

hrenberg, a. a. 0. S. 218 fg. ;

J. G
. E

gger, a. a. 0. S. 75 fg..

Pinner, B
eitrage, S. 19 ; R

osendorff, A
ktienrecht, S. 233 fg..

336 et suiv..
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C
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am
elin, op. cit. p.

K
.L
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ann, D

as R
echt der A

ktiengesellschaften II. S. 212 fg. ; W
ieland, a. a. 0. S. 104 fg..)

(R
. G
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d. 21 S. 159 ; B

d. 36 S. 136 ; B
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d. 51 S. 91 ; B
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d 75
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株
式
會
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巻

第
一
號

三
六
二
)

五
四

一
提
案
と
し
て
株
主
総
會
に
之
に
塵
す
る
権
限
を
與
へ
て
、
そ
こ
に
於
て
特
別
の
検
査
役
を
選
任
し
て
貸
借
対
照
表
の
作
成
を
な
さ
し
め
、
其
の

議
に
附
せ
し
め
る
こ
と
が
尤
も
適
常
な
り
と
せ
ら
れ
る
が
、
総
會
に
委
譲
す
る
こ
と
に
付
て
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

(
六
)

秘
密
準
備
金
の
使
用
及
び
解
消

秘
密
準
備
金
が
減
債
評
価

に
依

つ
て
設
置

さ
れ
て
ゐ
る
場
合
、
物
債

の
低
落

に
依

つ
て
當
然
解
消
す
る
事
は
既
に

述
べ
た
。
故
に
此
庭

で
は
其

の
設
定
目
的
た
る
利
益

配
當
叉
は
損
失
填
補
等
に
使
用
さ
れ
る
場
合
に
就
き
考
察
す
る
。

先
づ
筆
者

の
解
す
る
所
に
依
れ
ば
積
極
財
産

の
減
債
評
憤
に
依

る
も
の
だ
け
が
適
法
な
秘
密
準
備
金
で
あ
る
が

、
そ

れ
を
實
際
価
額

ま
で
(註
一
一
七
)引
直
す
こ
と
、
即
ち
再
評
価

(
R
u
c
k
b
e
w
e
r
t
u
n
g

)

に
依
る
増
債

に
依

つ
て
之
を
其

の
設
置
目
的
に
充
當
す
る
の
で
あ
る
。
然

る
に
貸
借
甥
照
表
に
掲
げ
た
財
産
評
価

に
就
き
恒
久
性
を
主
張
す

る
學
者

は
、
同

一
の
事
情

の
下
に
於
て
は

(
o
t
h
e
r
 
t
h
i
n
g
s
 
b
e
i
n
g
 
e
q
u
a
l

)
鍵
に
評
憤
し
た
価
額

は
次
年
度
に
於
け
る
評
価

の

基
礎
と
爲

る
も
の
で
あ

つ
て
之
を
濫
う
に

動
か
す

こ
と
が
無

い
こ
と
を
、

貸
借
対
照

表
上

の

一
原
則
と

主
張
し
て

(註
一
一
八
)
、
工
場

設
備
等
に
在

つ
て
は

一
度
爲
し
た
過
小
評
価

を
後

の
貸
借
対
照

表
に
於
て
、
更
に
高
評
価

す
る
が

如

き

こ
と
は
商
人
間
で
は

一
の
詐
欺
的
行
爲
と
し
て
之
を
許
容
し
な

い
商
慣
習
法
が
存
す
る
と
爲
す
。
然
し
乍
ら
之

を
何
等
詐
欺
的
行
爲

で
は
無
く
、
又
上
述
の
如
き
商
慣
習
法
も
存
在

せ
ず
と
し
て
反
対

す
る
も

の
が

漸
次
有
力
と
な

う

つ
＼
あ
る

(註
=

九
)。
若
し
之
を
許
容
し
な

い
と
す
る
な
ら
ば
秘
密
準
備
金
は
遽
に
利
用
不
能
と
な

る
。
然

る
に



我
商

法
第

二
六
條

は
単
に

書

類

調
製

時

の
時
価

を
超

へ
る

こ
と

を
禁

止
す

る

の
み

で
反
対

論

主

張

の
如

き
前

年
度

の

評
価

を
超
過

す

る
こ
と
を
制

限
す

る
如
き

趣
旨
毫

も
登
見

し
得
な

い
。
唯

だ
物
債

の
鍵

動

に
依

つ
て
増

加
評
価

を
爲

し

て
以

て
夫
れ

を
利
益

配
當

す

る
事

の
適

當

か
否

か
は
輕
螢

學
乃

至
會

計
學
的

見

地
か
ら

は
議

論

が
あ

る
で
あ
ら

う

が

、
法
律

論

と

し

て
は
同
じ
く
時
価

に
超

於
な

い
限

う
違

法

で
は
な

い
と
解

す

る
。
街
改

正
要

綱

第

二

二
四
が

第

二

六
條

の
制
限

に

加

へ
る
に
、
共

の
固

定

財
産

に
就

い
て

は

「
其

取

得
憤
額

叉

ハ
製
作
憤

額

以
上

ノ
価
額

ヲ
附

ス
〃

コ

ト
ヲ
得

サ

ル
」

も

の
と
し

た
事

は
、
反
面

時
憤

の
鍵

動

に
依

つ
て

の
増
加
評
価

を

そ

の
限
度

綾

で
認

め
た
も

の
と
言

ひ
得

る
。
更

に
流

動
資
産

例

へ
ば
商

品

、
原
料

等
に
就

い
て

は
斯

く
す

る

こ
と
が

當
然

認

め
ら

れ

得

る

こ
と

は
贅

言

を
須

ひ

ぬ
。

註

一
】
七
、
勿
論
そ
の
時
価
は
秘
密
準
備
金
設
置
の
決
算
期
の
時
慣
で
は
な
く
、
其
の
解
消
時
の
そ
れ
に
ま
で
復
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
言
ふ

ま
で
も
な
い
。
樹
改
正
要
綱
第
一
三
四
は
、
固
定
財
産
に
付
き
更
に
制
限
を
設
け
た
こ
と
は
前
述
し
た
所
で
あ
る
。

註

一
一
八
、
こ
れ
は
會
計
學
上
貸
借
対
照
表
綴
績

(
d
i
e
 
 
B
i
l
a
n
z
k
o
n
t
i
n
u
i
t
a
t

)

の
原
期
の
一
と
し
て
主
張
さ
れ
、
同

一
種
類
の
貸
借
対
照
表
の

綴
績
を
要
請
す
る

一
般
継
続
の
原
則
に
対
し
て
、
こ
れ
を
特
別
継
続
の
原
期
と
稀
し
、

又
所
謂
同

一
評
領
綴
績
の
原
則
と
云
ふ
。

然
し
乍
ら
從

來
獨
逸
法
學
者
間
に
於
て
貸
借
対
照
表
継
続
の
原
期
の
問
題
と
し
て
論
議
さ
れ
て
來
た
も
の
は
、
特
に
此
の
詳
債
継
続

(
d
i
e
 
K
o
n
t
i
n
u
i
t
a
t
 
d
e
r

B
i
l
a
n
z
a
n
s
a
t
z
e

)
に
し
て
之
を

一般
的
に
言
へ
ば

一
度
定
め
た
眞
正
評
価
の
準
期
は
理
由
な
く
し
て
濫
り
に
変
更
す
べ
か
ら
ず
と
す
る
に
あ
る
。

こ
れ
に
付
い
て
は
K
l
a
u
s
i
n
g
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
1
0
1
 
f
g
.
 
;
 
N
e
u
k
a
m
p
,
 
D
a
s
 
D
o
g
m
a
 
v
o
n
 
d
e
r
 
B
i
l
a
n
z
w
a
h
r
h
e
i
t
 
(
Z
.
 
H
.
 
R
.
 
B
d
.
 
4
8
.
)
 
S
.

4
9
9

上
野
博
士
、
前
掲
書

一
一
七
頁
、
樹
野
津
博
士
、
前
揚
書
二
九
一
頁
尊
参
照
。

更
に
再
評
価
に
由
る
噌
加
の
問
題
に
關
す
る
も
の
で
は
、

株
式
会
社
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
田
)

(第
五
巻

第

一
號

三
六
三
)

五
五



株
式
會
灘
に
於
け
る
秘
密
準
備
金

(高
囲
)

パ
第
玉
巻

第

一
擁

三
六
四
)

五
六

G
e
r
s
t
n
e
r
,
 
B
i
l
a
n
z
-
A
n
a
l
y
s
e
,
 
S
.
 
6
2
 
f
g
.
.

上
野
樽
士
、
前
痛

一
.航
八
頁
,あ
り
。

註

=

九
、
R
o
s
e
n
d
o
r
f
f
,
 
D
a
s
 
N
e
u
e
n
 
d
e
u
t
e
c
h
e
 
A
k
t
i
e
n
r
e
c
h
t
,
 
S
.
 
2
2
5
 
f
g
.
 
;
 
H
a
c
h
e
n
b
u
r
g
,
 
G
m
b
H
.
 
A
n
m
.
 
1
2
 
4
 
4
2
 
;
 
W
i
e
l
a
n
d
,

H
a
n
d
e
l
s
r
e
c
h
t
 
I
I
.
 
S
.
 
2
2
3
.

松
本
博
士
、
纏
論
三
二
一
頁
、
田
中
識
二
氏

「
全
訂
提
要
」
二
六
八
頁
。

次

に
如
何

な

る
手
続

に
依

む
何
人

に
依

つ
て
此

の
秘
密

準
備

金
が

行
使

解
消

さ

せ
ら
れ

る
か

と
言

ふ
に

、
そ
れ

は

既

述

の
設
置

の
と
き

と
同
じ
く
評

憤

の
過
程

に
於

て
爲

さ
れ

る
も

の

で
あ

う

、
其

の
評
価

は
取

締

役

の
專
属
権

限

で

あ

る
故

に
取

締

役

の
専

決
し
得

る
所

と
解

す

る
。
而

し

て
其

の
場
合

彼
が

不

正
目
的

に
使
用

す

る
場
合

に
は

、
其

の

民

事
上

刑
事

上

の
責

任

を
自

ら
負

憺

す

る

こ
と

は
勿
論

で
あ

る

(註

一
二
〇
)。

註
一
二
〇
、
此
の
解
消
の
場
合
の
取
締
役
の
責
任
殊
に
刑
事
上
の
そ
れ
に
付
い
て
は
R
o
s
e
n
d
o
r
f
f
,
 
n
e
u
e
 
d
e
u
t
s
c
h
e
 
A
k
t
i
e
n
r
e
c
h
b
t
 
S
.
 
2
4
7
;

V
.
 
E
h
r
e
n
b
e
r
g
,
 
a
.
 
a
.
 
O
.
 
S
.
 
2
2
3
.

街

一
般

に
解
潰
に
關

し
て
は
P
r
e
i
s
i
g
,
 
a
.
 
a
.
 
O
.
 
S
.
 
1
8
1
 
;
 
R
o
s
e
n
d
o
r
f
f
,
 
a
.
 
a
.
0
.
 
S
.
 
2
0
0
f
g
.
 
2
5
1
 
f
g
.
 
;
 
S
t
a
u
b
,
 
a
.
 
a
.
 
O
.
 
A
n
m
.
 
3
6
.

2
6
2

竹

田
博

士
、
前
掲
論
文
二

一
一
頁
等
が
あ
る
。

然
し
乍
ら
之
等

は
そ
の
秘
密
準
備
金
設
定

の
場
合

の
権
限

が
何
人

に
存

す
る
か

に
就

い
て
採

る
態
度
の
相
異
か

ら
當
然
筆
者

と
稽
見
解
を
異
に
す
る
。
街
拙
稿
前
掲
「
会
社
機
關

の
庭
罰
研
究
」
二
八
頁

以
下
参
照

.

(
昭
和
九
・
十

一
・十

五
稿
之

)


